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今
年
の
ス
ー
パ
ー
・
ボ
ウ

ル
は
２
月
２
日
マ
イ
ア
ミ
で

行
わ
れ
、
Ａ
Ｆ
Ｃ
代
表
の
カ

ン
サ
ス
シ
テ
ィ
・
チ
ー
フ
ス

が
Ｎ
Ｆ
Ｃ
代
表
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・49ers.

に
逆
転
勝

ち
し
て
覇
者
と
な
っ
た
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
撮
影
を
許
さ
れ

て
い
る
た
だ
一
人
の
日
本
人

カ
メ
ラ
マ
ン
の
姿
が
あ
っ
た
。

元
関
学
大
選
手
で
シ
ア
ト
ル

生
ま
れ
の
写
真
家
、
タ
ッ
ク

牧
田
さ
ん
（
87
）
だ
。
今
年

で
撮
影
通
算
52
回
目
。
29
・

５
キ
ロ
の
機
材
を
背
負
っ
て

い
ま
な
お
現
役
だ
。
牧
田
さ

ん
か
ら
白
熱
の
写
真
と
コ
メ

ン
ト
が
送
ら
れ
て
き
た
。

◇

チ
ー
フ
ス
は
、
私
が
行
け

な
か
っ
た
第
４
回
以
来
50
年

ぶ
り
優
勝
と
な
っ
た
。
32
チ

ー
ム
か
ら
な
る
Ｎ
Ｆ
Ｌ
で
優

勝
す
る
の
は
至
難
な
の
で
あ

る
。ス

ー
パ
ー
・
ボ
ウ
ル
の
起

源
は
、
１
９
６
６
年
に
合
併

に
同
意
し
た
旧
Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
勝

者
と
、
新
興
の
旧
Ａ
Ｆ
Ｌ
の

勝
者
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
と
し
て
始
ま
っ
た
の
だ
が
、

第
１
回
の
旧
Ａ
Ｆ
Ｌ
代
表
は

今
回
優
勝
の
チ
ー
フ
ス
で
あ

っ
た
。
旧
Ｎ
Ｆ
Ｌ
代
表
の
パ

ッ
カ
ー
ズ
に
完
敗
し
た
の
を

思
い
出
す
。
両
リ
ー
グ
の
実

力
差
を
体
感
し
た
私
の
記
憶

は
古
く
な
っ
た
。

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
好
き
の
私

は
第
１
回
の
そ
の
ゲ
ー
ム
か

ら
今
年
で
52
度
目
の
取
材
で

あ
っ
た
が
、
第
３
回
で
旧
Ａ

Ｆ
Ｌ
代
表
の
Ｎ
Ｙ
・
ジ
ェ
ッ

ツ
が
旧
Ｎ
Ｆ
Ｌ
代
表
だ
っ
た

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
・
コ
ル
ツ
を

破
っ
た
の
で
、
無
視
を
続
け

て
い
た
ア
メ
リ
カ
中
の
メ
デ

ィ
ア
が
取
材
に
殺
到
し
た
た

め
に
、
カ
メ
ラ
で
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
写
し
た
い
願
い
だ
け

の
私
は
取
材
か
ら
外
さ
れ
た

の
だ
。

旧
Ａ
Ｆ
Ｌ
で
は
強
か
っ
た

チ
ー
フ
ス
は
第
４
回
に
再
び

出
場
し
て
優
勝
し
た
。
つ
ま

り
、
合
併
に
よ
り
両
リ
ー
グ

の
実
力
が
平
均
し
た
の
だ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
数
え
て
50
年

ぶ
り
の
優
勝
と
な
っ
た
の
だ
。

50
年
は
長
い
。
Ｎ
Ｙ
・
ジ
ェ

ッ
ツ
も
第
３
回
以
来
一
度
も

ス
ー
パ
ー
・
ボ
ウ
ル
出
場
の

機
会
は
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

今
や
ス
ー
パ
ー
・
ボ
ウ
ル

は
世
界
の
大
ス
ポ
ー
ツ
・
イ

ベ
ン
ト
で
世
界
各
国
か
ら
取

材
陣
が
来
る
。
日
本
で
も
Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
Ｎ
Ｔ
Ｖ
の
２
社
が
実

況
放
映
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
シ
ョ
ー
は

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
関
係
な
い
。

私
は
空
っ
ぽ
の
フ
ォ
ト
・
ワ

ー
ク
ル
ー
ム
で
一
人
、
後
半

ま
で
休
ん
だ
。
再
び
フ
ィ
ー

ル
ド
に
出
る
と
常
連
の
老
人

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
達
が

「
今
年
で
や
め
に
し
よ
う
か
」

な
ど
と
一
騒
ぎ
し
て
い
た
。

で
も
全
員
75
歳
以
下
だ
。
87

歳
の
私
は
黙
っ
て
い
た
。

（
原
文
ま
ま
）

87
歳
現
役
カ
メ
ラ
マ
ン

タ
ッ
ク
牧
田
さ
ん

ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
取
材
52
回

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局
は

２
日
、
新
た
に
感
染
の
可
能
性

の
あ
る
２
人
が
見
つ
か
っ
た
と

発
表
し
た
。
同
局
は
１
日
に
も

１
人
40
歳
未
満
の
男
性
が
ベ
ル

ビ
ュ
ー
病
院
に
入
院
し
た
と
発

表
し
た
が
４
日
、
検
査
の
結
果

陰
性
で
感
染
し
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
２
日
に
発
表
さ

れ
た
２
人
は
と
も
に
60
代
で
、

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
病
院
医
療
セ
ン

タ
ー
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
プ
レ

ス
ビ
テ
リ
ア
ン
病
院
に
そ
れ
ぞ

れ
入
院
し
、
検
査
結
果
を
待
っ

て
い
る
。
検
査
対
象
と
な
っ
た

３
人
と
も
最
近
、
中
国
本
土
を

旅
行
し
て
い
た
。

（
５
面
に
関
連
記
事
）

Ｎ
Ｙ
で
感
染
疑
い
２
人

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ランニングバック(ゼッケン26）のダミアン・ウイリアムスが抜ける（２日夜マイアミで、写真・タック牧田）
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彫
刻
家
・
田
島
享
央
己
（
た

じ
ま
・
た
か
お
き
）
氏
の
海
外

初
と
な
る
作
品
展
「
田
島
享
央

己
個
展
〜
花
も
嵐
も
お
彫
刻

〜
」
が
５
日
ま
で
、
日
本
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

田
島
氏
は
仏
師
の
流
れ
を
く

む
彫
刻
一
家
に
生
ま
れ
た
５
代

目
で
、
２
頭
身
の
ユ
ー
モ
ラ
ス

で
可
愛
い
木
彫
り
作
品
が
日
本

で
話
題
と
な
っ
た
人
気
彫
刻

家
。
１
月
23
日
に
行
わ
れ
た
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
日
本
ク
ラ
ブ
２
階
サ
ク
ラ
ル

ー
ム
に
集
ま
っ
た
70
人
ほ
ど
の

参
加
者
を
前
に
、
約
１
時
間
の

講
演
会
を
行
っ
た
。
講
演
で
は

田
島
氏
の
家
族
に
つ
い
て
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
や
、
出
来
上

が
っ
た
彫
刻
に
15
〜
20
回
も
色

を
塗
り
重
ね
る
こ
と
、
目
に
は

ブ
ラ
ッ
ク
オ
ニ
キ
ス
と
い
う
石

や
ガ
ラ
ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て

作
り
あ
げ
る
こ
と
な
ど
の
制
作

過
程
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
講

演
の
最
後
に
「
自
分
が
納
得
す

る
本
当
に
い
い
も
の
を
作
り
続

け
た
い
。
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ン

プ
の
よ
う
に
流
さ
れ
て
い
た
ら

こ
こ
ま
で
き
た
。
今
後
も
ク
オ

リ
テ
ィ
の
高
い
も
の
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

25
日
に
は
ち
く
わ
を
制
作
す

る
木
彫
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

開
催
。
同
展
で
は
「
ま
ん
じ
ゅ

う
を
２
つ
に
割
る
ね
ず
み
」

「
豚
に
真
珠
を
や
ろ
う
と
し
て

蜜
柑
し
か
な
か
っ
た
豚
」
な
ど
、

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
作
品
約
50
点

を
展
示
し
好
評
を
得
て
い
た
。

(

高
田
由
起
子
、
写
真
も
）

自
分
が
納
得
す
る
も
の
だ
け
作
る

彫刻家・田島享央己さん

日本クラブで展示・講演

宮
本
亞
門
の
演
出
で
、
１
９

８
４
年
公
開
の
大
ヒ
ッ
ト
映
画

「T
he

K
arate

K
id

（
邦
題：

ベ
ス
ト
キ
ッ
ド
）
」
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
化
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

進
ん
で
い
る
。
ま
だ
公
演
日
程

や
キ
ャ
ス
ト
は
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、
今
後
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ

公
演
実
施
を
目
指
し
て
い
る
。

舞
台
版
の
脚
本
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
と
な
る
「T

h
e

K
arate

K
id

」
映
画
シ
リ
ー
ズ
の
脚
本

家
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ー

ク
・
ケ
イ
メ
ン
、
作
詞
作
曲
家

は
若
手
の
人
気
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
、
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ス
パ
リ
ー

ニ
が
担
当
す
る
。
作
品
の
原
作

は
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ピ
ク
チ
ャ
ー

ズ

に

よ

る

大

ヒ

ッ

ト

映

画

「T
he

K
arate

K
id

（
邦
題：

ベ
ス
ト
キ
ッ
ド
）
」
、
振
付
は
キ

オ
ネ
＆
マ
リ
・
マ
ド
リ
ー
ド
、

舞
台
美
術
は
デ
レ
ッ
ク
・
マ
ク

レ
ー
ン
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は

木
下
グ
ル
ー
プ
、
吉
井
久
美
子
、

マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ォ
ー
ク
。

プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
の
吉
井
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

「
『T

he
K

arate
K

id

』
の
不

朽
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、
い
か
に

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
し
て
舞
台
で

よ
み
が
え
ら
せ
、
新
し
い
息
吹

を
吹
き
込
む
か
を
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

チ
ー
ム
と
一
丸
と
な
っ
て
舞
台

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
宮
本

亞
門
の
演
出
は
、
こ
の
作
品
の

鍵
と
な
るM

r. 

ミ
ヤ
ギ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
作
り
や
空
手
そ
の
も

の
の
精
神
論
な
ど
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
版
『T

he
K

arate
K

id

』

を
生
み
出
す
過
程
に
お
い
て
、

重
要
な
役
割
を
担
う
と
思
う
。

『T
he

K
arate

K
id

』
映
画
シ

リ
ー
ズ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
イ
タ

ー
、
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
イ
メ
ン
自

ら
に
よ
る
脚
本
、
新
進
気
鋭
の

ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ス
パ
リ
ー
ニ
の

ス
コ
ア
、
独
特
の
ス
タ
イ
ル
で

現
在
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
で
注
目

を
集
め
て
い
る
キ
オ
ネ
＆
マ

リ
・
マ
ド
リ
ー
ド
の
振
付
、
ト

ニ
ー
賞
受
賞
ベ
テ
ラ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
デ
レ
ッ
ク
・
マ
ク
レ
ー

ン
に
よ
る
舞
台
美
術
な
ど
、
第

一
線
で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
イ
タ

ー
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
こ
の
作

品
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
。

ま
た
演
出
す
る
宮
本
は
「
多

く
の
人
が
現
実
か
ら
逃
げ
る
た

め
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
を
観
に
行
く
と
思
い

ま
す
が
、
私
が
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
愛
し
て
い

る
の
は
、
今
を
生
き
る
ヒ
ン
ト

が
詰
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

私
が
カ
ラ
テ
キ
ッ
ド
を
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
化
し
た
い
と
思
っ
た
の

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
後
に
、

今
起
こ
っ
て
い
る
「
分
断
の
時

代
」
に
何
が
必
要
な
の
か
を
考

え
た
か
ら
で
す
。
シ
ョ
ー
の
中

に
も
出
て
来
る
よ
う
に
、
カ
ラ

テ
の
本
質
で
あ
る
「
空
手
に
先

手
な
し
」
は
、
相
手
を
傷
つ
け

勝
利
す
る
の
が
目
的
で
は
な

く
、
受
け
入
れ
て
、
最
良
の
形

で
収
め
る
事
で
す
。

こ
う
い

っ
た
概
念
を
、
こ
れ
ま
で
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
で
は
見
た
こ
と
が

な
い
よ
う
な
視
覚
的
な
方
法
や

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル
を
通

じ
て
舞
台
上
で
表
現
し
て
い

く
。
ど
う
ぞ
、
お
楽
し
み
に
！
」

と
話
し
て
い
る
。

The 
Karate Kid

宮本亞門演出で
ミュージカルに

吉井久美子氏

脚本家のケイメン、作詞作曲のガスパリーニらと打ち合せする宮本（中央）

紙面をまるごとウェブで読める！
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
＝
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
は
15
日
（
土
）
と
22
日

（
土
）
の
２
日
間
、
鬼
才
・
実

相
寺
昭
雄
監
督
が
日
本
ア
ー

ト
・
シ
ア
タ
ー
・
ギ
ル
ド
（
通

称：

Ａ
Ｔ
Ｇ
）
で
手
掛
け
た
映

画
３
本
を
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
・

リ
マ
ス
タ
ー
版
で
上
映
す
る
イ

ベ
ン
ト
「
実
相
寺
昭
雄
〜
仏
教

ト
リ
ロ
ジ
ー
〜
」
を
開
催
す
る
。

実
相
寺
監
督
は
１
９
６
０
年

代
後
半
に
円
谷
プ
ロ
の
テ
レ
ビ

シ
リ
ー
ズ
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」

の
演
出
や
脚
本
を
手
掛
け
た

後
、
勤
め
て
い
た
テ
レ
ビ
局
を

退
社
し
、
斬
新
で
挑
戦
的
に
仏

教
感
を
追
及
し
た
３
部
作
『
無

常
』
（
１
９
７
０
年
）
、
『
曼
陀

羅
』
（
71
年
）
、
『
哥
』
（
72
年
）

を
手
掛
け
た
。
こ
れ
ら
の
作
品

は
実
相
寺
監
督
と
脚
本
家
・
石

堂
淑
朗
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
仏

教
の
解
釈
を
独
自
に
表
現
す
る

だ
け
で
な
く
、
大
胆
な
性
描
写

で
反
社
会
的
、
反
論
理
的
で
タ

ブ
ー
な
題
材
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
入
場
は
18
歳
以
上
。

入
場
料
は
一
般
14
ド
ル
、
シ

ニ
ア
・
学
生
11
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
10
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.japansociety

.org

を

参
照
す
る
。
　

■
『
無
常
』
15
日
（
土
）
午
後

１
時
、
22
日
（
土
）
午
後
７
時
。

日
本
的
風
土
の
中
で
の
近
親

相
姦
を
通
じ
て
、
人
間
の
精
神

の
原
鉱
を
探
ろ
う
と
し
た
意
欲

作
。
琵
琶
湖
近
く
の
旧
家
、
日

野
家
の
長
男
は
大
阪
で
問
屋
を

経
営
す
る
父
親
の
意
に
反
し
て

大
学
へ
も
行
か
ず
、
た
だ
仏
像

の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
て
い

た
。
正
夫
の
美
し
い
姉
は
な
ぜ

か
父
母
の
す
す
め
る
縁
談
に
耳

を
か
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
あ

る
雨
の
日
、
広
い
屋
敷
に
２
人

だ
け
に
な
っ
た
姉
弟
は
ふ
ざ
け

て
い
る
う
ち
に
一
線
を
越
え
て

し
ま
い
、
激
し
く
抱
擁
し
合
う
。

70
年
、
ロ
カ
ル
ノ
映
画
祭
グ
ラ

ン
プ
リ
受
賞
。
出
演
は
、
田
村

亮
、
岡
田
英
次
、
司
美
智
子
、

田
中
三
津
子
、
寺
田
農
。

■
『
曼
陀
羅
』
15
日
（
土
）
午

後
４
時
、
22
日
（
土
）
午
後
１

時
。農

業
と
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を

柱
と
し
て
単
純
再
生
産
を
基
本

と
し
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
集
団
の
実

現
を
計
る
モ
ー
テ
ル
の
真
木
支

配
人
夫
婦
と
、
偶
然
モ
ー
テ
ル

に
泊
ま
っ
て
い
た
新
左
翼
系
の

男
女
学
生
カ
ッ
プ
ル
２
組
が
中

心
と
な
り
、
恋
人
交
換
、
暴
行
、

サ
デ
ィ
ズ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
型
の
性
が
交
差
す
る
。
大
胆

な
性
描
写
を
用
い
て
観
念
的
な

テ
ー
マ
を
扱
い
、
革
命
幻
想
と

日
本
の
姿
に
迫
る
。
出
演
は
、

岸
田
森
、
田
村
亮
、
清
水
紘
治
、

森
秋
子
、
桜
井
浩
子
。

■
『
哥
』

15
日
（
土
）
午
後

７
時
、
22
日
（
土
）
午
後
４
時
。

丹
波
篠
山
に
邸
宅
を
構
え
る

旧
家
の
三
男
、
実
の
母
親
に
言

わ
れ
る
ま
ま
森
山
家
を
守
る
た

め
に
日
々
働
き
続
け
て
い
た
。

一
方
、
長
男
や
次
男
は
家
を
守

る
こ
と
に
は
執
着
せ
ず
、
自
分

た
ち
の
代
で
終
わ
っ
て
も
良
い

と
考
え
て
い
た
。
あ
る
夜
、
長

男
の
妻
が
同
居
し
て
い
る
青
年

と
女
中
の
情
愛
を
目
撃
し
、
淳

を
誘
惑
し
て
い
く
。
出
演
は
、

篠
田
三
郎
、
八
並
映
子
、
桜
井

浩
子
、
田
村
亮
、
岸
田
森
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
上
映

鬼
才
、
実
相
寺
昭
雄
監
督
の
映
画
３
本

デ
ジ
タ
ル
・
リ
マ
ス
タ
ー
版
で
２
日
間

©
C
o
u
rte
s
y
o
f
A
rro
w
F
ilm

s
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１
７
０
０
あ
っ
た
ア
イ
オ

ワ
の
党
員
集
会
の
一
会
場
で
、

70
歳
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
、
ブ

ー
テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
を
支
持
し

た

白

人

女

性

の

参

加

者

が

「
彼
は
ゲ
イ
で
、
同
性
の
パ
ー

ト
ナ
ー
が
い
る
」
と
知
ら
さ

れ
て
言
葉
を
失
い
、
す
で
に

出
し
て
し
ま
っ
た
自
ら
の
署

名
カ
ー
ド
を
返
し
て
も
ら
え

な
い
か
と
言
っ
て
い
る
動
画

が
ネ
ッ
ト
で
拡
散
し
ま
し
た
。

若
い
女
性
の
運
動
員
が
「
そ

れ
で
も
彼
は
敬
虔
な
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
〜
」
「
愛
は
愛
で
〜
」

な
ど
と
取
り
成
そ
う
と
す
る

の

で

す

が

、

先

の

女

性

は

「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
は
そ
ん

な
の
（anybody like that

）

に
い
て
も
ら
い
た
く
な
い
」

と
頑
な
で
す
。
動
画
は
そ
こ

で
終
わ
っ
て
い
て
、
彼
女
が

自
分
の
支
持
カ
ー
ド
を
取
り

戻
せ
た
か
は
不
明
で
す
。

直
前
予
想
で
は
10
％
台
だ

っ
た
ブ
ー
テ
ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
の

代
議
員
獲
得
数
は
、
ア
プ
リ

の
不
具
合
な
ど
で
ま
だ
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
26
〜

27
％
で
首
位
か
、
あ
る
い
は

サ
ン
ダ
ー
ズ
に
僅
差
で
２
位

か
の
ど
ち
ら
か
の
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
38
歳
（
史

上
最
年
少
）
の
ゲ
イ
公
言
候

補
者
（
史
上
初
）
と
し
て
は

快
挙
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え

ど
の
候
補
も
３
割
を
超
え
な

い
と
い
う
異
常
事
態
で
も
あ

り
ま
す
が
。

11
月
３
日
ま
で
の
９
か
月

の
大
統
領
選
挙
が
始
ま
り
ま

し

た

。

民

主

党

支

持

者

は

「
と
に
か
く
ト
ラ
ン
プ
に
勝
て

る
候
補
を
」
と
願
う
有
権
者

が
６
割
を
超
え
て
、
最
終
的

に
大
同
団
結
で
き
る
か
ど
う

か
が
カ
ギ
。
し
か
も
ブ
ー
テ

ィ
ジ
ェ
ッ
ジ
の
場
合
は
ア
イ

オ
ワ
で
の
こ
の
脚
光
ぶ
り
で

今
後
は
よ
り
「
ゲ
イ
で
あ
る

こ
と
」
に
対
す
る
「
偉
大
な

キ
リ
ス
ト
教
国
」
の
同
性
愛

嫌
悪
が
改
め
て
表
面
化
す
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
５
年
前

に
国
家
レ
ベ
ル
で
同
性
婚
は

合
法
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
見

知
ら
ぬ
他
人
の
結
婚
相
手
の

話
と
、
自
分
の
大
統
領
を
誰

に
す
る
か
の
話
と
で
は
自
ず

か
ら
関
わ
り
方
が
違
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
ア
イ

オ
ワ
の
混
乱
と

弾
劾
裁
判
の
行

方
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
罵
倒
し

ま
く
っ
た
後
で
、
ト
ラ
ン
プ

は
連
邦
議
会
の
一
般
教
書
演

説
（
と
日
本
で
は
呼
ば
れ
ま

す

が

、
「S

tate of th
e

U
nion

」
と
は
「
連
邦
の
現
状
」

を
報
告
す
る
演
説
で
す
）
で
、

議
会
へ
の
招
待
者
で
あ
る
ペ

ロ
シ
下
院
議
長
（
民
主
党
）

の
握
手
の
手
を
無
視
し
、
ペ

ロ
シ
は
ペ
ロ
シ
で
演
説
後
に

そ
の
演
説
原
稿
コ
ピ
ー
を
派

手
に
破
っ
て
見
せ
る
と
い
う

報
復
に
出
ま
し
た
。

「
め
く
っ
て
も
め
く
っ
て

も
虚
偽
ば
か
り
」
「
（
破
る
の

は
）
こ
れ
で
も
礼
儀
正
し
い

く
ら
い
」
と
言
い
放
っ
た
彼

女
で
す
が
、
ト
ラ
ン
プ
の
方

も
そ
の
演
説
の
間
に
（
し
か

も
「
黒
人
歴
史
月
間
」
の
異

例
の
２
月
に
）
人
種
差
別
の

権
化
の
よ
う
な
ラ
ジ
オ
ホ
ス

ト
、
ラ
ッ
シ
ュ
・
リ
ン
ボ
ー

に
（
進
行
性
が
ん
と
診
断
さ

れ
た
か
ら
と
言
っ
て
）
大
統

領
自
由
勲
章
を
授
与
し
た
り

と
、
い
や
は
や
、
ア
メ
リ
カ

の
分
断
の
極
致
を
象
徴
す
る

よ
う
な
応
酬
で
し
た
。

こ
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は
、
こ

れ
か
ら
の
９
か
月
の
間
に
ま

す
ま
す
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

私
が
危
惧
す
る
の
は
、
頭
に

血
が
上
っ
た
支
持
者
た
ち
が

ま
た
何
か
不
穏
な
こ
と
を
起

こ
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
16
年
の
ト
ラ
ン

プ
勝
利
の
１
か
月
後
に
は
、

ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
ら

が
首
都
の
ピ
ッ
ツ
ァ
店
を
拠

点
に
児
童
買
春
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
陰
謀
論
に
駆
ら
れ

た
男
が
そ
の
店
を
攻
撃
用
ラ

イ
フ
ル
で
襲
撃
し
ま
し
た
。

就
任
後
の
17
年
８
月
に
は
、

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ツ
ビ
ル
で
白
人
至
上
主
義
者

ら
と
反
対
派
が
衝
突
し
、
反

対
派
の
集
団
に
車
が
突
入
し

て
女
性
１
人
が
死
亡
、
数
十

人
が
負
傷
し
ま
し
た
。

陰
謀
論
、
白
人
至
上
主
義

に
今
度
は
同
性
愛
嫌
悪
ま
で

が
「
加
勢
」
し
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
の
負
の
歴
史
は
ど
こ
で

清
算
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

公
民
権
運
動
と
し
て
の
性

的

少

数

者

史

を

ま

と

め

た

『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ヒ
ス
ト
リ
ー
ブ
ッ

ク
　
絶
対
に
諦
め
な
か
っ
た

人
々
の
１
０
０
年
の
闘
い
』

（
サ
ウ
ザ
ン
ブ
ッ
ク
ス
社
／
北

丸
雄
二
翻
訳
）
が
刊
行
さ
れ

ま
し
た
。
ブ
ー
テ
ィ
ジ
ェ
ッ

ジ
の
台
頭
の
背
景
を
知
る
歴

史
教
養
書
と
し
て
、
ア
メ
リ

カ
型
民
主
主
義
の
教
科
書
と

し
て
、
ぜ
ひ
お
取
り
寄
せ
く

だ
さ
い
。
（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
）

同
性
愛
嫌
悪

日
本
の
学
校
給
食
（
食
育
）

の
現
場
を
取
材
し
た
ド
キ
ュ

メ

ン

タ

リ

ー

映

画

「N
ou

rishin
g

Japan

」
の

上
映
と
ト
ー
ク
、
試
食
イ
ベ

ン
ト
が
１
月
30
日
夕
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山
野
内

勘
二
大
使
公
邸
で
開
催
さ
れ

た
。映

画
は
福
島
県
鶴
岡
市
と

宮
城
県
大
槌
町
を
取
材
、
小

学
校
学
校
給
食
の
現
場
を
紹

介
し
た
も
の
で
、
制
作
し
た

映
像
作
家
ア
レ
ク
シ
ス
・
サ

ン
ボ
ー
ン
さ
ん
が
作
品
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

日
本
で
は
２
０
０
５
年
に

食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。

そ
の
理
念
は
食
に
関
す
る
正

し
い
知
識
・
適
切
な
食
習
慣

を
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
身
に

つ
け
る
こ
と
は
、
心
身
の
健

康
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
つ

の
に
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。

サ
ン
ボ
ー
ン
さ
ん
は
「
食

育
に
関
わ
る
人
た
ち
の
思
い

や
行
動
を
通
し
て
日
本
文
化

を
こ
の
作
品
を
通
し
て
伝
え

た
か
っ
た
。
地
元
の
農
産
品

を
学
校
給
食
に
使
う
一
か
ら

手
づ
く
り
の
日
本
の
給
食
を

そ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
の
学
校

に
あ
て
は
め
る
に
は
多
く
の

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

の
壁
が
あ
る
が
、
支
援
す
る

人
が
い
れ
ば
、
日
本
の
す
ば

ら
し
い
給
食
を
ア
メ
リ
カ
の

子
供
た
ち
に
も
経
験
さ
せ
る

こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
」
と

話
す
。

当
日
は
、
映
画
上
映
の
あ

と
、
公
邸
料
理
人
が
ポ
テ
ト

サ
ラ
ダ
や
海
老
カ
ツ
サ
ン
ド
、

肉
じ
ゃ
が
な
ど
代
表
的
な
学

校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
招
待
客

の
た
め
に
作
っ
た
料
理
が
出

さ
れ
た
。

こ
の
映
画
は
、
フ
ー
ド
＆

ド
リ
ン
ク
博
物
館
（
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
、
ベ
イ
ヤ
ー
ド
通
り

62

番

地

／

6
2

 
B

ay
ard

Street

／
電
話
７
１
８
・
３
８

７
・
２
８
４
５
）
で
２
月
20

日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら
上

映
さ
れ
る
。
入
場
料
25
ド
ル
。

（
本
紙
今
週
号
の
英
語
面
／
19

面
に
関
連
記
事
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
京
都
倶
楽
部

（
石
田
ミ
ッ
キ
ー
会
長
）
の
新

年
会
が
１
日
夜
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人

会
館
で
開
催
さ
れ
、
京
都
出
身

者
だ
け
で
な
く
、
大
学
時
代
を

京
都
で
過
ご
し
た
人
や
京
都
が

好
き
な
人
な
ど
90
人
が
参
加
し

た
。
会
場
で
は
日
本
酒
や
ビ
ー

ル
の
ほ
か
、
バ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

で
さ
ま
ざ
ま
な
和
食
が
ふ
る
ま

わ
れ
た
。

ま
た
、
ハ
ー
レ
ム
地
区
で
初

め
て
と
な
る
ミ
シ
ュ
ラ
ン
を
２

０
１
６
年
に
獲
得
し
た
「
鮨
い

の
う
え
」
の
寿
司
職
人
、
井
上

伸
一
さ
ん
が
中
ト
ロ
や
サ
バ
の

押
し
寿
司
、
寒
ブ
リ
な
ど
６
種

の
に
ぎ
り
と
、
関
西
地
方
で
節

分
に
食
べ
る
風
習
の
あ
る
巻
き

寿
司
「
恵
方
巻
き
」
を
人
数
分

提
供
し
、
寿
司
を
待
つ
長
い
列

が
で
き
て
い
た
。
こ
の
日
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
中
だ
っ
た

京
都
の
老
舗
高
級
旅
館
「
右
源

太
」
の
社
長
、
鳥
居
宏
行
氏
も

会
場
を
訪
れ
、
参
加
者
ら
と
京

都
の
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
料

理
の
あ
と
は
抹
茶
と
お
菓
子
が

ふ
る
ま
わ
れ
、
ラ
ッ
フ
ル
で
は

多
く
の
人
に
景
品
が
当
た
っ
て

歓
声
が
起
き
、
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
て
い
た
。
　
　
（
高
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
へ
向
け
た
思

い
を
伝
え
る
追
悼
式
典
「
ト
ゥ

ギ
ャ
ザ
ー
・
フ
ォ
ー
・
３
・

11
」
が
３
月
８
日
（
日
）
午
後

４
時
45
分
か
ら
市
内
フ
ァ
ー
ス

ト
・
キ
リ
ス
ト
教
会
（
西
68
丁

目
10
番
地
／
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
ウ
エ
ス
ト
）
で
開
催
さ
れ
る
。

第
９
回
目
と
な
る
今
年
の
式

典
で
は
福
島
市
出
身
の
画
家
・

絵
本
作
家
で
震
災
後
、
地
元
福

島
で
ア
ー
ト
で
福
島
を
盛
り

上
げ
る
活
動
を
続
け
て
い
る

あ
き
ば
た
ま
み
さ
ん
が
ス
ピ

ー
チ
す
る
。
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
、
岩
手
県
の
宝

来
館
女
将
の
岩
崎
昭
子
さ
ん
、

宮
城
県
石
巻
市
で
子
供
を
失

っ
た
佐
藤
美
香
さ
ん
、
福
島

県
相
馬
市
み
な
と
保
育
園
の

園
児
達
が
、
今
年
も
歌
声
と

共
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
は
、
風

の
環
少
年
少
女
合
唱
団
の
合

唱
が
あ
る
。
入
場
無
料
。

日本の学校給食
食育は日本文化

米
人
女
性
が
自
主
映
画
制
作

サンボーンさん

日本の小学校をドキュメンタリー取材したシーン

第
９
回
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東
日
本
追
悼
式
典
Ｎ
Ｙ
で

３
月
８
日
、
忘
れ
な
い
思
い
を
届
け
て

NY京都倶楽部が盛大に新年会
すしの銘店主人が全員に腕振う

http://www.iiicareer.com/
https://ibec-usa.com/


（5）　［社　会］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和2年）2月8日（土）

●オバマケアに関する説明会＝2/11（火）15:30、日米ソーシャルサ
ービス（JASSI）が健康保険相談室を開催。ダウンタウンにある
Joynture (ウォールストリート48番地チェスタールーム。ニューヨー
ク州認定保健ナビゲーターの井口愛さんとシン文恵さん。参加費無料。
問い合わせは電話212-442-1541（内線１番）まで。参加申し込みは氏
名、電話番号、メールアドレスを明記しＥメール
event@jassi.orgまで。●ニュージャージー日本人学
校 学校説明会＝２/１３（木）10：00_12：00

（_受 付 開 始 9： 45） 　 NJ日 本 人 学 校  （ 117
Franklin Avenue Oakland, NJ 07436）　内容は
学校説明と校内見学。参加希望者は、E- mail :
njjs@NewJerseyJapaneseSchool.org、またはTel: 201-405-0888 _
●法政大学ニューヨーク校友会　総会＝2/15（土）19：００　レスト
ラン日本（155 East 52nd Street, NYC）会費55ドル（食事、税、チ
ップ、ドリンク1杯め、込み）＊ドリンク2杯目からは各自で現金払い。
法政大学、大学院、付属高校の卒業生やゆかりのある人は是非参加を。
事前申し込みは2/8までにhoseinykoyukai@gmail.comまで。●2020

年 日本クラブ冬季テニス１月大会 ＝ 2/22（土）・29日（土）「サロ
ンパス杯」 オープンダブルスＡ大会/同Ｂ大会 (スポンサー賛助協力：
ソフトバンク)、「資生堂杯」 女子ダブルス大会　会場：Cary Leeds
Tennis Center（Bronx, NY）　申込み・問合せ： hnaito@nippon-
club.org または、212-581-2223（内藤まで）●一日領事館（領事出

張サービス）＝在ニューヨーク日本国総領事館は２
月から３月にかけてニューヨーク州バッファロー、
ロチェスター、ペンシルベニア州フィラデルフィア、
ピッツバーグ、ウエストバージニア州チャールスト
ンとプエルトリコ準州サンファンにて 領事の出張S_
ビスを実施する。在留届けパスポートなど各種証明

書などの発行の手続き、各会場の住所や日程などの詳細はウェブサイ
トwww.ny.us.emb-japan.go.jp/を事前に参照すること。●第12回サ
クラ・ヘルス．フェア参加者を募集＝4/9（木）から26（日）までNY
日系人会館で開催する同フェアに参加する団体及び個人を現在募集中。
参加費は無料 。申し込み・問い合わせは電話212-840-6942、日系人
会事務局。Ｅメールはinfo@jaany.org

www.nyseikatsu.comで詳報

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人

会
（
大
坪
賢
次
会
長
）
が
１

月
28
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
日
本

で
恒
例
の
新
年
会
を
開
い
た
。

約
70
人
が
参
加
し
、
県
産
日

本
酒
を
飲
み
な
が
ら
ふ
る
さ

と
に
思
い
を
は
せ
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山
野
内

勘
二
大
使
や
、
日
本
貿
易
振

興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
の
畠

山
一
成
Ｎ
Ｙ
事
務
所
長
ら
も

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
。_

大
坪
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

昨
年
複
数
の
県
内
自
治
体
の

首
長
が
Ｎ
Ｙ
を
訪
れ
た
こ
と

に
触
れ
た
上
で
「
新
潟
と
Ｎ

Ｙ
の
関
わ
り
は
年
々
深
く
な

り
、
Ｎ
Ｙ
県
人
会
と
新
潟
の

関
係
も
密
接
に
な
っ
て
い
る
」

と
話
し
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
活

動
す
る
長
岡
市
出
身
の
歌
手

矢
沢
明
日
実
さ
ん
（
30
）
が

神
奈
川
県
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
松
浦
麻
未
さ
ん
（
26
）
と

今
月
結
成
し
た
デ
ュ
オ
「
ｍ

ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ
　
ｂ
ｌ
ｏ
ｓ
ｓ

ｏ
ｍ
（
メ
ロ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
）
」

の
曲
が
披
露
さ
れ
た
。
県
人

会
員
た
ち
も
ダ
ン
ス
や
日
本

舞
踊
で
盛
り
上
げ
た
。
出
席

者
に
は
新
発
田
市
か
ら
同
市

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

(

Ｊ
Ａ
Ａ)

は
、
今
年
で
12
回
目

と
な
る
「
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・

フ
ェ
ア
」
（
後
援
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
総
領
事
館
）
を
、
邦
人
医

療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ

Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
と
共
催
す
る
。

今
年
も
、
「
桜
が
満
開
な
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
日
本
文
化
を

楽
し
み
、
健
康
で
、
健
や
か
な

生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
」
を

テ
ー
マ
に
、
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア

ま
で
全
て
の
年
齢
層
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
企
画
す
る
。
現
在

参
加
希
望
団
体
、
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。

開
催
趣
旨
は
⑴
サ
ク
ラ
を
通

し
て
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
⑵

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
に
在
住
の

日
本
人
・
日
系
人
の
健
康
や
医

療
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供

し
、
意
識
向
上
を
図
る
⑶
様
々

な
企
画
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

る
⑷
日
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の

紹
介
と
育
成

開
催
期
間
は
２
０
２
０
年
４

月
９
日
（
木
曜
日
）
か
ら
26
日

（
日
曜
日
）
の
18
日
間
。
会
場

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
を

中
心
に
開
催
。
参
加
費
は
無
料

（
企
画
に
よ
り
食
事
・
材
料
代

の
徴
収
あ
り
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

電
話
２
１
２
・
８
４
０
・
６
９

４
２
、
日
系
人
会
事
務
局
。
Ｅ

メ
ー
ル
はinfo@

jaany.org

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
肺
炎
に
つ
い
て
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
１
月

30
日
、
「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ

る
公
衆
衛
生
の
緊
急
事
態
」

と
宣
言
。
中
国
の
保
健
当
局

は
４
日
時
点
で
、
中
国
全
土

の
感
染
者
が
２
万
４
３
２
４

人
、
死
者
が
４
９
０
人
に
な

っ
た
と
発
表
し
た
。
中
国
本

土
以
外
の
感
染
者
は
日
本
の

35
人
な
ど
27
の
国
と
地
域
に

及
ん
で
お
り
合
計
２
３
５
人

と
な
っ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
は
２
日
、
訪
問
中
の
中

国
人
男
性
（
44
）
が
、
４
日

に
は
香
港
で
39
歳
の
男
性
が

新
型
肺
炎
で
死
亡
し
た
。
中

国
国
外
で
の
死
者
は
２
人
と

な
っ
た
。
日
本
や
米
国
な
ど

各
国
は
渡
航
警
戒
レ
ベ
ル
を

引
き
上
げ
国
民
の
保
護
に
動

い
て
い
る
。
米
国
務
省
は
す

で
に
感
染
の
中
心
地
で
あ
る

中
国
湖
北
省
へ
の
「
渡
航
禁

止
」
を
勧
告
し
て
い
た
が
、

30
日
に
は
中
国
全
土
へ
の

「
渡
航
禁
止
」
を
勧
告
し
た
。

米
疾
病
管
理
予
防
セ
ン
タ

ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
中
国
か
ら

の
直
行
便
や
乗
り
継
ぎ
便
の

あ
る
全
米
20
の
空
港
で
特
別

検
疫
所
を
設
置
し
て
い
る
が

防
ぎ
切
れ
て
い
な
い
。
Ｃ
Ｄ

Ｃ
で
は
中
国
湖
北
省
に
旅
行

し
た
人
、
あ
る
い
は
感
染
者

と
接
触
し
た
人
で
、
潜
伏
期

間
で
あ
る
14
日
以
内
に
発
熱
、

咳
、
ま
た
は
呼
吸
困
難
が
起

き
て
い
る
場
合
は
す
ぐ
に
医

療
機
関
で
診
察
を
受
け
る
よ

う
強
く
勧
め
て
い
る
。
そ
の

場
合
、
医
療
機
関
に
行
く
前

に
電
話
し
最
近
の
旅
行
や
症

状
に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。
病
気
の
間
は

旅
行
し
な
い
、
咳
や
く
し
ゃ

み
を
す
る
と
き
は
口
や
鼻
を

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ま
た
は
袖
（
手

で
は
な
く
）
で
覆
う
、
石
鹸

と
水
で
少
な
く
と
も
20
秒
間

手
を
よ
く
洗
う
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
手

指
消
毒
剤
で
も
よ
い
。
花
粉

症
以
外
の
鼻
と
口
全
体
を
覆

う
通
常
マ
ス
ク
が
有
効
。

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
）
は
11
日
（
火
）

午
後
３
時
30
分
か
ら
、
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
に
あ
るJoynture

(

ウ

ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
48
番
地
チ

ェ
ス
タ
ー
ル
ー
ム
）
で
オ
バ
マ

ケ
ア
に
つ
い
て
話
し
あ
う
「
健

康
保
険
相
談
室
」
を
開
催
す
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
オ
バ
マ

ケ
ア
健
康
保
険
加
入
者
、
ま
た

は
加
入
予
定
者
が
、
自
身
の
経

験
談
や
保
険
の
疑
問
な
ど
に
つ

い
て
日
本
語
で
話
し
合
う
（
メ

デ
ィ
ケ
ア
は
除
く
）
。
司
会
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
認
定
保
健
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
井
口
愛
さ
ん
と

シ
ン
文
恵
さ
ん
。
こ
の
相
談
室

は
毎
月
第
２
火
曜
日
に
開
催
、

次
回
は
３
月
10
日
予
定
。

参
加
費
無
料
。
問
い
合
わ
せ

は
電
話
２
１
２
・
４
４
２
・
１

５
４
１
（
内
線
１
番
）
ま
で
。

参
加
申
し
込
み
は
氏
名
、
電
話

番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明

記

し

Ｅ

メ

ー

ル

event@
jassi.org

ま
で
。

ほ
く
ほ
く
会
（
東
北
６
県
の

県
人
会
と
北
海
道
ゆ
か
り
の

会
）
主
催
の
第
９
回
「
東
日
本

大
震
災
　
３
・
11
追
悼
式
」
が

３
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
館

（
西
45
丁
目
49
番
地
11
階
）
で

開
催
さ
れ
る
。
第
１
部
は
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
チ
や
被
災
地
レ
ポ
ー

ト
、
第
２
部
は
懇
談
・
演
芸
が

行
わ
れ
る
。
ほ
く
ほ
く
会
の
会

員
で
な
く
て
も
参
加
で
き
る
。

参
加
費
無
料
。
問
い
合
わ
せ

は

Ｅ

メ

ー

ル

aom
ori.ny

@
live.com

（
松

浦
さ
ん
）
ま
で
。

今
年
の
原
爆
記
念
日
の
前

日
８
月
５
日
（
水
）
に
広

島
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ホ
ノ

ル
ル
ほ
か
を
つ
な
ぎ
世
界
同

時
に
歌
う
「
グ
ラ
ン
ド
ゼ

ロ
・
ラ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ピ
ー

ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ

る
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
聖
歌
隊
が

行
わ
れ
る
。
（
主
催：

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
日
本
）

宮
川
昭
夫
作
曲
「
生
命
交

響
曲
　
霊
魂
の
歓
び
の
歌
」

の
第
４
楽
章
を
歌
う
ワ
ン
ド

ロ
ッ
プ
聖
歌
隊
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
は
２
０
１
８
年
に
誕
生
。

世
界
の
舞
台
で
活
躍
す
る
ソ

プ
ラ
ノ
歌
手
の
田
村
麻
子
さ

ん
が
月
に
１
度
レ
ッ
ス
ン
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
ワ
ン
ド

ロ
ッ
プ
聖
歌
隊
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
説
明
会
が
今
月
29
日
（
土
）

午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
、

Ｃ
Ｒ
Ｓ
（
４
番
街
１
２
３
番

地
２
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。
　

参
加
費
無
料
。
詳
細
は
ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://jp.crsny.org/inde
x

.p
h

p
/

e
v

e
n

t/
o

n
e

-
drop20200329/

を
参
照
す

る
。

止まらない感染
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

石
鹸
手
洗
い
と
マ
ス
ク

マスク姿が目立つ（NY市内クイーンズ区フラッシングで）

Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
が
新
年
会

故
郷
と
の
絆
を
大
切
に

サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア

参
加
団
体
を
募
集

米
国
の
健
康
保
険
相
談
会

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
11
日

原爆記念日の前日
世界で同時に合唱

ワンドロップ聖歌隊

29日にCRSで説明会

ほ
く
ほ
く
会
主
催
で

東
日
本
大
震
災
追
悼

夢を持ってニューヨークに来て、いつしか夢を忘れ、
社会や家庭と言った責任に追われてきた中高年に、

「第二の人生」で夢を取り戻せる！というメッセージ
を込めた「おかずのみんな夢の途中、ニューイヤーコ
ンサート」が１月30日、市内スタジオで開催され60
人余りが集まった。ボーカルとアルトサックスのブラ
ッドリー和子、ピアノの宮嶋みぎわ、ベースの寺尾陽
介の３人が懐かしの「いとしのエリー」や「テイクフ
ァイブ」など往年の名曲７曲を披露した。

夢
は
第
２
の
人
生
で
開
く

http://goldsteinvisa.com
http://hinomaru-limo.com
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年
が
明
け
て
個
人
確
定
申
告

の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

米
国
で
の
確
定
申
告
は
今
回
初

め
て
行
う
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
例
年
申
告
さ
れ
る
方
も
年

に
１
度
の
こ
と
で
す
の
で
何
年

た
っ
て
も
慣
れ
な
い
も
の
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
は

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
る

納
税
者
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
も
そ
も
確
定
申
告
に

な
じ
み
が
な
い
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の

確
定
申
告
は
４
月
15
日
（
水
）

が
期
日
と
な
り
ま
す
。
あ
と
２

か
月
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
先
送

り
を
し
て
後
で
あ
わ
て
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
早
め
に
対
応

し
て
申
告
を
行
い
た
い
も
の
で

す
。
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
こ
の

よ
う
な
慣
れ
な
い
複
雑
な
米
国

の
確
定
申
告
を
分
か
り
や
す

く
、
日
本
人
の
読
者
の
皆
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
10

回
シ
リ
ー
ズ
で
米
国
の
個
人
所

得
税
務
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
第
１
回
目
は
、
そ
も
そ
も

あ
な
た
は
確
定
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
？

と
い
う
疑

問
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

■
確
定
申
告
が
必
要
な
人

米
国
で
は
確
定
申
告
が
必
要

と
さ
れ
る
ハ
ー
ド
ル
が
日
本
よ

り
も
低
い
の
で
、
日
本
で
確
定

申
告
を
行
っ
た
こ
と
の
な
い
人

も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
対
象
者

に
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
米
国

連
邦
所
得
税
法
上
、
２
０
１
９

年
の
所
得
が
概
算
控
除
額
を
超

え
た
場
合
は
確
定
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
19
年
末
に
65
歳

未
満
の
場
合
、
概
算
額
控
除
は

独
身
で
あ
れ
ば
１
万
２
２
０
０

ド
ル
、
既
婚
者
で
夫
婦
一
緒
に

申
告
を
す
る
場
合
（
夫
婦
合
算

申
告
者
）
で
は
倍
の
２
万
４
４

０
０
ド
ル
と
な
り
ま
す
。
所
得

が
こ
れ
ら
の
控
除
額
以
上
の
方

は
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
夫
婦
別
々
に
申
告

す
る
場
合
（
夫
婦
個
別
申
告
者
）

で
は
概
算
額
控
除
は
１
万
２
２

０
０
ド
ル
と
な
り
ま
す
が
、
５

ド
ル
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合

に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
米
国
で
は
連
邦
税

の
ほ
か
に
も
、
各
州
、
市
町
村

が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
所
得
税
制

度
を
も
っ
て
い
ま
す
。
連
邦
税

で
確
定
申
告
が
必
要
で
な
い
場

合
で
も
、
州
、
市
町
村
に
対
し

て
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
点
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

給
与
所
得
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
て
そ
の
他
の
所
得
は
な

い
の
で
確
定
申
告
を
す
る
必
要

は
な
い
、
と
考
え
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

雇

用
主
はForm

W
-4

と
呼
ば
れ

る
従
業
員
か
ら
の
源
泉
徴
収
の

指
示
に
し
た
が
っ
て
源
泉
徴
収

を
行
い
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収

の
指
示
と
確
定
申
告
で
の
申
告

身
分
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
米
国
で
は
給
与
の
源

泉
徴
収
に
使
用
さ
れ
る
税
率
と

確
定
申
告
で
の
税
率
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
確
定
申
告

は
必
要
な
い
と
考
え
る
の
は
間

違
い
で
す
。
後
に
な
っ
て
税
務

当
局
か
ら
の
追
徴
通
知
を
受
け

た
り
、
ま
た
、
税
金
を
払
い
す

ぎ
て
い
た
の
に
還
付
金
が
未
請

求
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ご
自
身
の
確
定
申
告
の
要
否
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
確
定
申
告
は
必
要
な
い
が
、

申
告
を
し
た
方
が
良
い
人

所
得
が
概
算
額
控
除
よ
り
も

低
く
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
な
い
人
で
も
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
で
給
付
金
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
米
国
に
は
労
務
に
対
す

る
対
価
と
し
て
の
報
酬
を
得
て

い
る
人
に
対
し
て
還
付
金
の
形

式
を
と
っ
て
給
付
を
す
る
制
度

（

役

務

所

得

税

額

控

除

、

「E
arn

ed
In

com
e

T
ax

C
redit

」
）
が
あ
り
ま
す
。
所

得
額
や
扶
養
子
女
の
数
に
応
じ

て
給
付
額
は
変
動
し
ま
す
が
、

扶
養
し
て
い
る
子
女
が
い
な
い

場
合
最
高
で
５
２
９
ド
ル
、
１

人
の
場
合
３
５
２
６
ド
ル
、
２

人
の
場
合
５
８
２
８
ド
ル
、
３

人
以
上
の
場
合
６
５
５
７
ド
ル

ま
で
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
税
額
控
除
を
受

け
る
に
は
収
入
の
上
限
が
あ
り

ま
す
。
既
婚
者
で
あ
れ
ば
夫
婦

合
算
申
告
者
し
か
認
め
ら
れ

ず
、
利
子
や
配
当
と
い
っ
た
投

資
所
得
が
３
６
０
０
ド
ル
未
満

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
条
件
で

す
。
ま
た
、
非
居
住
者
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
番

号
が
な
い
納
税
者
や
子
女
は
対

象
外
で
す
。

（
２
）
子
女
税
額
控
除
（C

hild
T

ax
C

redit

）- 

17
歳
未
満
の

扶
養
子
女
が
い
る
場
合
、
子
供

１
人
に
つ
き
最
高
２
０
０
０
ド

ル
の
税
控
除
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
子
女
税
額
控
除
を
取
り
き

れ
な
い
納
税
者
は
、
給
与
等
の

所
得
か
ら
２
５
０
０
ド
ル
を
差

し
引
い
た
残
り
の
金
額
の
15
％

（
１
４
０
０
ド
ル
が
上
限
）
ま

で
還
付
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
新
税
制
が
始
ま
る

以
前
の
17
年
ま
で
は
調
整
総
所

得
額
が
11
万
ド
ル
（
夫
婦
合
算

申
告
）
、
７
万
５
０
０
０
ド
ル

（
独
身
）
を
超
え
る
場
合
に
は

控
除
額
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
18
年
か
ら
40
万
ド
ル

（
夫
婦
合
算
申
告
）
、
20
万
ド
ル

（
独
身
）
に
減
額
が
開
始
さ
れ

る
所
得
が
増
額
さ
れ
た
た
め
、

今
ま
で
申
請
で
き
て
い
な
か
っ

た
方
も
現
在
は
対
象
と
な
る
控

除
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し

子
女
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
有
し
て

い
な
い
扶
養
家
族
に
つ
い
て

は
、
そ
の
他
扶
養
家
族
税
額
控

除
と
し
て
５
０
０
ド
ル
の
税
控

除
を
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

（
３
）
ア
メ
リ
カ
教
育
費
支
援

税

額

控

除

（A
m

erican
O

pportunity
C

redit

）- 

大

学
な
ど
の
学
費
や
登
録
費
用
に

つ
い
て
最
高
２
５
０
０
ド
ル
ま

で
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
も
し
所
得
税
額
が
当
該
税

額
控
除
額
よ
り
少
な
い
場
合
に

は
、
40
％
ま
で
の
控
除
額
に
つ

い
て
還
付
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
税
額
控
除

に
は
所
得
制
限
が
あ
る
の
で
、

も
し
親
の
申
告
書
で
所
得
制
限

に
か
か
っ
て
扶
養
控
除
を
と
る

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
場
合
で
、
学

生
の
お
子
さ
ん
に
ア
ル
バ
イ
ト

か
ら
の
収
入
が
多
少
で
も
あ
れ

ば
、
お
子
さ
ん
が
ご
自
身
で
申

告
を
す
る
こ
と
で
こ
の
税
額
控

除
を
活
用
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒230

号10.37

条(a)(2)

規
定

上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア
ド
バ

イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満
た
す

た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は
す

べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、

特
定
の
個
人
も
し
く
は
事
業
体

の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に
沿
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
各
個
人
は
特
定
事
項
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
上
記
内
容

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
で
は

な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
記
事

中
の
見
解
や
意
見
は
著
者
個
人

の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も

K
P

M
G

LLP

の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

税

金

特

集

①

米
国
個
人
所
得
税
確
定
申
告

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

須
田
洋
平

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ノ
ー
ホ
ー

地
区
に
あ
る
「3

.1
 P

h
illip

L
im

Store

」
で
１
月
30
日
か

ら
２
月
１
日
ま
で
の
３
日
間
、

京
都
の
「
京
鹿
の
子
絞
組
合
」

が
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

江
戸
時
代
よ
り
伝
わ
る
「
京
鹿

の
子
絞
」
の
伝
統
的
な
技
法
を

活
か
し
て
、
海
外
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
っ
た
商
品
の
Ｐ
Ｒ

を
目
的
に
ス
カ
ー
フ
や
Ｔ
シ
ャ

ツ
、
バ
ッ
グ
な
ど
を
展
示
販
売

し
た
。
京
鹿
の
子
絞
は
、
そ
の

模
様
が
小
鹿
の
模
様
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。

参
加
企
業
は
、
い
づ
つ
、
片

山
文
三
郎
商
店
、
北
川
商
店
、

京
都
絞
美
京
、
ア
ン
ド
ウ
の
５

社
。
い
づ
つ
の
山
田
智
久
氏
は
、

「
Ｎ
Ｙ
で
絞
り
の
良
さ
を
わ
か

っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
に
出
会

え
た
。
絞
り
の
技
術
を
使
い
、

素
材
を
変
え
て
お
も
し
ろ
く
新

し
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。
ま
た
、
ア
ン

ド
ウ
は
絞
り
の
技
法
を
生
か
し

た
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
エ
コ
バ
ッ

ク
を
販
売
。
営
業
統
括
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
生
方
昌
弘
氏
は
、

「
使
わ
な
い
時
は
小
さ
く
縮
ん

で
、
物
を
折
入
れ
る
と
広
が
る
。

日
本
で
も
人
気
が
あ
る
」
。
Ｎ

Ｙ
で
も
３
月
か
ら
買
い
物
袋
が

有
料
と
な
る
の
で
タ
イ
ム
リ
ー

な
商
品
だ
。
イ
ベ
ン
ト
に
訪
れ

て
い
た
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
ロ
ニ
ッ
ト
・
リ
ー
さ
ん

は
、
「
京
鹿
の
子
絞
は
と
っ
て

も
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
。
美
し

く
て
、
ク
ォ
リ
テ
ィ
も
い
い
。

イ
ン
テ
リ
ア
に
も
こ
の
技
術
を

生
か
せ
る
と
思
う
」
と
話
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
特
許
庁
の
補
助

事
業
、
「
地
域
団
体
商
標
海
外

展
開
支
援
事
業
」
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
。

（
取
材
、
写
真：

石
黒
か
お
る
）

京
鹿
の
子
紋

ノ
ー
ホ
ー
で
展
示
会

紙
の
パ
ピ
ル
ス
倒
産

全
２
５
４
店
舗
閉
店

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ナ
パ
に

本
社
を
構
え
る
文
房
具
、
グ
リ

ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
の
卸
売
会

社
パ
ピ
ル
ス
は
１
月
24
日
破
産

申
請
を
行
い
、
米
国
と
カ
ナ
ダ

の
全
２
５
４
店
舗
を
閉
店
す
る

こ
と
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
で

発
表
し
た
。

倒
産
の
主
な
原
因
は
、
近
年

の
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
や

紙
製
品
の
売
上
の
低
迷
で
、
Ｃ

Ｖ
Ｓ
や
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
な
ど
大

手
卸
売
チ
ェ
ー
ン
の
実
店
舗
も

す
で
に
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
カ
ー

ド
の
売
場
ス
ペ
ー
ス
を
縮
小
し

て
い
る
。
同
社
の
倒
産
で
１
０

０
０
人
以
上
が
職
を
失
う
と
い

う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
在
住
の

低
所
得
者
を
対
象
と
し
て
２

０
１
８
年
６
月
に
施
行
さ
れ

た
「
フ
ェ
ア
・
フ
ェ
ア
ー
ズ

（F
air

F
ares

）
」
と
呼
ば
れ

る
半
額
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
（
地

下
鉄
と
バ
ス
の
運
賃
）
の
恩

恵
者
を
現
在
の
10
万
７
０
０

０
人
か
ら
80
万
人
に
増
や
す

た
め
ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
市

長
や
地
元
の
役
員
が
恩
恵
の

資
格
基
準
枠
を
こ
の
ほ
ど
広

げ
た
。

昨
年
10
月
時
点
で
は
恩
恵

者
が
７
万
６
０
０
０
人
で
不

十
分
と
の
批
判
が
出
て
い
た
。

そ
こ
で
市
の
行
政
は
市
立
大

学
生
や
退
役
軍
人
、
低
所
得

者
用
住
宅
の
住
民
な
ど
を
含

め
た
。

運
輸
委
員
会
の
ヤ
ダ
ニ

ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
評
議
員
は

半
額
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
の
恩
恵

者
が
今
年
80
万
人
に
増
え
る

と
予
測
、
さ
ら
に
拡
大
の
必

要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
「
フ
ェ

ア
・
フ
ェ
ア
ー
ズ
」
は
、
連

邦
貧
困
レ
ベ
ル
以
下
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
に
メ
ト
ロ
カ
ー

ド
を
半
額
で
提
供
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
対
象
は
18
歳
か
ら

64
歳
の
在
住
者
。
不
法
移
民

に
関
す
る
質
問
は
さ
れ
な
い
。

メ
ト
ロ
カ
ー
ド

低
所
得
者
半
額

市
民
80
万
人
恩
恵

インテリア・デザイナーのロニット・リーさんとスカーフを手にする（株）いづつの山田智久さん

http://www.easeny.com/
http://kkobo.com/
http://jweeklyusa.com
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http://www.nikkeius.com
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日
本
の
相
続
税
は
金
銭
で
納

付
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
相
続
し
た
財

産
が
不
動
産
ば
か
り
、
ま
た
は

自
社
株
の
み
と
い
っ
た
場
合
に

は
、
納
期
限
ま
で
に
相
続
税
を

金
銭
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
を
想
定
し
、
相

続
税
法
に
は
「
物
納
」
と
い
う

制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
一

定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
金
銭
に

代
え
て
相
続
し
た
財
産
を
相
続

税
と
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

物
納
に
充
て
る
財
産
は
、
日

本
国
内
に
あ
る
次
に
掲
げ
る
相

続
財
産
で
、
下
記
の
順
位
に
よ

る
こ
と
。
第
１
順
位：

国
債
、

地
方
債
、
不
動
産
、
船
舶
。
第

２
順
位：

社
債
、
株
式
、
証
券

投
資
信
託
ま
た
は
貸
付
信
託
の

受
益
証
券
。
第
３
順
位：

動
産
。

不
動
産
の
担
保
が
設
定
さ
れ

て
い
る
も
の
、
境
界
が
確
定
し

て
い
な
い
も
の
な
ど
は
管
理
処

分
不
適
格
財
産
と
な
り
、
物
納

に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
納
税
者
の
住
宅
な
ど

は
物
納
劣
後
財
産
と
な
り
、
物

納
の
優
先
順
位
は
下
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
不
動
産
を

物
納
す
る
場
合
に
は
、
借
地
権

が
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
、
い

わ
ゆ
る
貸
宅
地
が
有
利
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
の
収
納

価
額
は
相
続
税
評
価
額
で
算
出

す
る
の
で
、
市
場
で
売
却
す
る

よ
り
も
有
利
で
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

相
続
税
の
物
納(

日
本)

751

トランプ大統領の弾劾裁判で、攻める民主党と守るホワイトハ
ウスの激しい攻防の末、大統領は勝利を勝ち取りました。弾劾をめぐ
る論議とその報道の中で、繰り返された言葉がStonewalling。
Stonewallingとは、相手と自分との間に石垣を築くように、相手の要

求を無視し、断固はねつけるという意味です。　
今回トランプ大統領は、ウクライナ疑惑に関連し、権利濫用と議会妨害で弾劾されました。
下院（で多数を占める民主党議員）が検察の役割を担い、上院が陪審として審議したのです。
その審理において、大統領サイドが証人聴取や書類提出を一切拒否したことは、真実を隠そう
とするためのStonewallingだと民主党側が強く非難しました。
特に、ウクライナ疑惑の本質を知るボルトン前大統領補佐官が証言する意思を示したにもか
かわらず、証人として呼ばなかったことには、共和党を支持する人々からも疑問が出ています。
大統領のStonewallingは成功しました。しかし、それゆえに、今回の弾劾裁判自体が正当性を
失ったという指摘もあります。　歴史はこれをどう見るでしょうか。

(旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Stonewalling 
断固として、はねつけること

【173】

米語
Watch

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
『
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ：

日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
日
本
だ
け
で

な
く
米
国
で
も
マ
ス
ク
の
品

薄
、
店
頭
で
の
売
り
切
れ
状
態

が
出
始
め
て
い
る
。
日
本
で
は

ネ
ッ
ト
で
通
常
価
格
の
４
倍
に

も
値
段
が
跳
ね
上
が
っ
て
い

る
。
米
国
で
は
も
と
も
と
マ
ス

ク
を
す
る
習
慣
が
な
い
た
め
、

店
頭
に
も
あ
ま
り
数
を
置
い
て

い
な
い
店
が
多
く
、
入
手
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
。

マ
ス
ク
売
り
切
れ
続
出

日
本
も
Ｎ
Ｙ
も
品
薄
で
値
上
げ

日本観光を売りこめ
Ｎ
Ｙ
で
ト
ラ
ベ
ル
シ
ョ
ー

五
輪
よ
り
も
地
方

ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ジ
ャ
ビ
ッ

ツ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン

タ
ー
で
１
月
24
日
か
ら
３
日

間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
・
ト
ラ
ベ
ル
シ
ョ
ー
が
開
催

さ
れ
、
日
本
の
政
府
機
関
や
民

間
旅
行
業
者
な
ど
18
団
体
が
参

加
し
た
。
今
夏
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
東
京
で
開
催
さ
れ
る
が
、
海

外
で
購
入
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
が

少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
五
輪
に

関
す
る
宣
伝
は
な
か
っ
た
。

Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
の
中
田

勝
子
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
長
は

「
日
本
の
旅
の
目
玉
は
何
と
い

っ
て
も
桜
。
続
い
て
気
候
の
良

い
秋
の
紅
葉
」
と
語
る
。
日
本

政
府
観
光
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

福
増
伸
一
氏
は
「
日
本
へ
の
関

心
度
は
年
々
着
実
に
伸
び
て
い

て
昨
年
は
３
０
０
０
万
人
を
超

え
る
海
外
か
ら
の
旅
行
者
を
迎

え
た
」
と
話
す
。
日
本
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
も
昨
年
に
比
べ
１
・

５
倍
増
や
し
た
と
い
う
。
東
武

鉄
道
の
米
国
代
表
、
津
村
永
氏

は
同
社
所
有
の
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
を
紹
介
し
な
が
ら
、
東
京

下
町
や
同
鉄
道
を
使
っ
て
の
日

光
観
光
な
ど
を
中
心
に
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
し
た
。
愛
知
県
の
国

際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
局
主

任
、
澤
藤
孝
文
氏
は
地
域
の
武

将
観
光
と
産
業
観
光
を
打
ち
出

し
て
宣
伝
し
た
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹

江
、
写
真
も
）

◇

同
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
開
催

中
は
ま
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
報
道

も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
現
在
ほ
ど

深
刻
な
状
況
に
は
陥
っ
て
お
ら

ず
、
中
国
か
ら
の
団
体
旅
行
客

の
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
も
起
こ
っ

て
い
な
か
っ
た
。
中
国
人
が
観

光
ビ
ザ
を
取
得
す
る
場
合
、
日

本
の
旅
行
会
社
が
身
元
保
証
人

と
な
っ
た
「
身
元
保
証
書
」
の

発
行
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
旅
行
業
協
会
に
よ
る
と
、

「
１
月
27
日
か
ら
３
月
ま
で
に
訪

日
す
る
観
光
客
の
身
元
保
証
書

を
約
40
万
件
発
行
し
て
い
た
」

と
い
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
で
中
国
政
府
が

１
月
27
日
以
降
の
海
外
へ
の
団

体
旅
行
を
禁
止
し
た
影
響
も
あ

り
、
訪
日
観
光
が
激
減
す
る
可

能
性
が
出
て
い
る
。

（向かって右から）羽黒山の山伏の正木徹氏、全日空の青木・カーヴァ‐

・喜美恵氏、JR東日本の歌川あゆみ氏、JR東日本の曽我治夫氏

訪
日
観
光
が
激
減

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で

http://www.terailaw.com
https://www.greencardmaker.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://www.rostamilaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.dipaolafinancial.com/
https://hls-global.com
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全
米
不
動
産
調
査
会
社
の
プ

ロ
パ
テ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
は
こ
の
ほ

ど
、
過
去
10
年
間
に
最
も
家
賃

が
値
上
が
り
し
た
都
市
別
ラ
ン

キ
ン
グ
東
海
岸
７
都
市
を
発
表

し
た
。

ト
ッ
プ
ば

ボ
ス
ト
ン
で
、

10
年
前
に
平
均
家
賃
１
７
０
０

ド
ル
だ
っ
た
の
が
、
２
０
１
９

年
に
２
３
４
１
ド
ル
と
37
％
、

６
３
２
ド
ル
上
昇
し
た
。
次
い

で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
が
同
１
６

８
１
ド
ル
か
ら
２
２
７
７
ド
ル

と
35
％
、
５
９
６
ド
ル
上
昇
。

３
位
は
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
で
１
２

５
０
ド
ル
だ
っ
た
の
が
、
１
６

０
０
ド
ル
に
28
％
、
３
５
０
ド

ル
上
昇
し
た
。

４
位
以
下
は
次
の
通
り
。
４

位
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
ー
＝
１

７
８
０
ド
ル
（
２
０
９
０
ド
ル
、

17
％
、
３
１
０
ド
ル
増
）
、
５

位
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
＝
１
３

０
２
ド
ル
が
１
４
８
２
ド
ル

（
14
％
、
１
８
０
ド
ル
増
）
、
６

位
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
＝
１
０
１
３

ド
ル
が
１
１
０
７
ド
ル
（
９
％
、

94
ド
ル
増
）
、
７
位
バ
ッ
フ
ァ

ロ
ー
で
９
３
１
ド
ル
が
１
０
０

１
ド
ル
（
８
％
、
70
ド
ル
増
）
。

全
米
で
最
も
家
賃
が
上
昇
し

た
の
は
、
コ
ロ
ラ
ド
州
オ
ー
ロ

ラ
で
10
年
前
に
１
１
９
０
ド
ル

だ
っ
た
の
が
２
０
６
０
ド
ル
に

73
％
、
８
７
０
ド
ル
値
上
が
り

し
た
。

主
要
都
市
で
み
る
と
シ
ア
ト

ル
が
１
３
７
５
ド
ル
か
ら
１
９

９
８
ド
ル
で
45
％
、
６
２
３
ド

ル
上
昇
し
て
６
位
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
は
２
２
７
０
ド
ル
だ

っ
た
の
が
３
１
３
７
ド
ル
に

38
％
、
８
６
７
ド
ル
値
上
が
っ

た
。
東
部
で
１
位
だ
っ
た
ボ
ス

ト
ン
は
全
米
で
12
位
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は
15
位
だ
っ
た
。

インターネット大手のAmazonが、30日、ニューヨーク州スタテ
ンアイランド区の集配センターを拡張することが明らかになった。
今回の拡張に伴い、顧客への配達時間短縮化を図るとともに、優秀
な地元人材の雇用と活躍が期待できるとしている。拡張エリアは、
既存の集配センターに隣接し、45万平方フィートの面積を持ち、今
年中に稼働し始める予定だ。2017年の同センター開設当時、2,250
人の雇用が期待されていたため、同社は18百万ドルの税額控除を受
けたが、今回も同様の措置があったかどうか、また拡張にかかる費
用などについてはノーコメントとしている。1年前、ニューヨーク
市クイーンズ区に第二本社設置を切望していたものの、税制優遇に
係る政治家等からの反発があり、頓挫したことは記憶に新しい。こ
れに加え、昨年11月、同センターでは同業全国平均の5倍に及ぶ重
大事故が発生しているとの指摘があった。　　　　　　　 （帯）

東
海
岸
で
家
賃
の
値
上
が
り

１
位
は
ボ
ス
ト
ン
で
37
％
増

ア
ッ
パ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
背

骨
と
も
言
え
る
五
番
街
か
ら
東
側
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
ま
で
、

59
丁
目
か
ら
北
側
96
丁
目
ま
で
を
指
す
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
を
挟
ん
だ
西
側
の
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
が
、
リ
ン

カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
大
学
病
院
に
関
係
し
た
芸
術
家
や
医

師
、
学
生
、
一
代
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
築
き
上
げ
た
成
功
者
た
ち

が
多
く
住
む
エ
リ
ア
だ
と
し
た
ら
、
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
は
、

親
か
ら
の
財
産
を
何
代
に
も
わ
た
っ
て
受
け
継
い
だ
資
産

家
、
オ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
と
呼
ば
れ
る
富
裕
層
が
戦
前
か
ら
の

建
物
に
静
か
に
暮
ら
し
て
い
る
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
。
い
や
い
や
も
は
や
そ
れ
は
、
古
い
先
入
観
、
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
の
残
像
と
言
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
だ

あ
な
が
ち
そ
れ
は
間
違
い
で
は
な
い
。

そ
ん
な
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
地
下
鉄
Ｑ
線
、
い

わ
ゆ
る
セ
カ
ン
ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ン
が
通
っ
た
こ
と
で
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
へ
の
通
勤
が
極
め
て
便
利
と
な
り
、
不
動
産
や

人
的
環
流
が
激
し
く
な
っ
た
。
こ
の
エ
リ
ア
で
２
寝
室
の
賃

貸
住
宅
を
探
す
と
な
る
と
、
か
な
り
の
高
額
を
覚
悟
し
な
い

と
な
ら
な
い
が
、
写
真
の
部
屋
は
、
バ
ス
ル
ー
ム
が
一
つ
な

の
で
家
賃
が
５
８
０
０
ド
ル
か
ら
６
２
０
０
ド
ル
と
ほ
ぼ
ワ

ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
並
み
の
値
段
で
３
月
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出

さ
れ
る
予
定
だ
。
室
内
に
洗
濯
機
、
乾
燥
機
が
あ
り
、
ビ
ル

内
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
が
あ
る
。
屋
上
は
か
な
り
綺
麗
で

見
晴
ら
し
が
よ
い
。
場
所
は
89
丁
目
の
１
番
街
の
８
階
。
ひ

と
こ
ろ
駐
在
員
に
人
気
だ
っ
たPost

T
oscana

（
２
０
０

３
年
築
）
を
総
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
高
級
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア

ム
に
改
築
し
た
ビ
ル
。
ロ
ビ
ー
か
ら
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ

ま
で
す
べ
て
改
装
済
み
。
ビ
ル
１
階
に
ス
ー
パ
ー
が
入
っ
て

い
る
の
で
生
活
に
便
利
。
ま
た
今
で
は
地
下
鉄
Ｑ
線
が
走
っ

て
い
る
た
め
交
通
の
便
も
と
て
も
良
く
な
っ
た
。
通
常
、
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
を
賃
貸
で
借
り
る
と
入
居
者
は
、
年
間
家
賃

の
15
％
を
手
数
料
と
し
て
不
動
産
会
社
に
支
払
う
が
、
こ
の

部
屋
は
、
不
動
産
会
社
が
所
有
・
管
理
し
て
い
る
物
件
の
た

め
、
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
の
読
者
の
み
、
手
数
料
１
か
月
の

み
で
貸
し
出
し
て
く
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
２
１
２
・
６
６
１
・
１
１
１
１
、

Ｅ
メ
ー
ル
　ny@

jonecorp.com

山
辺
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
Ｊ．

Ｏ
Ｎ
Ｅ
不
動
産
）

ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
２
寝
室

ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
並
み
の
お
値
段
で

アマゾンの集配センター

スタッテンアイランドで拡張へ

https://america-keitai.com/
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http://www.sumitomo-ny.com
http://brooklyntime.net
http://newyork-apartment-realestate.com
http://kiku-ny.com
http://www.startsnewyork.com
https://www.suhakobi.com
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Ｑ
　
今
年
８
年
生
に
な
る
娘
が

い
ま
す
。
今
ま
で
の
成
績
は
ず

っ
と
オ
ー
ル
Ａ
で
す
。
受
け
た

Ｓ
Ａ
Ｔ
もM

ath
の
ス
コ
ア
が

高
く
、
昨
年
夏
は
テ
ス
ト
ス
コ

ア
の
高
い
生
徒
だ
け
が
参
加
で

き
る
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大

学
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
調
子
で
成
績

を
維
持
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

に
入
学
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
父
親
が
会
社
を
経
営

し
て
お
り
、
娘
は
将
来
そ
の
会

社
を
継
ぐ
つ
も
り
で
い
ま
す
の

で
、
大
学
で
の
専
攻
は
ビ
ジ
ネ

ス
の
予
定
で
す
。
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
に
合
格
す
る
た
め
に
は
今

後
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
れ

ば
い
い
の
か
教
え
て
下
さ
い
。
　
　
　

（
Ｎ
Ｙ
州
、
母
）

Ａ
　
ア
メ
リ
カ
国
内
に
は
Ｓ
Ａ

Ｔ
な
ど
統
一
テ
ス
ト
の
成
績
優

秀
者
だ
け
が
参
加
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
東
部
で
一
番
有
名
な
の
は

こ
の
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大

学
の
Ｃ
Ｔ
Ｙ
（C

en
ter
for

T
alented

Y
outh

）
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
す
。
長
い
間
座
っ

て
高
校
生
向
け
の
問
題
を
解
く

こ
と
は
大
部
分
の
中
学
生
に
と

っ
て
苦
痛
で
お
勧
め
し
ま
せ
ん

が
、
数
学
や
英
語
に
秀
で
た
や

る
気
の
あ
る
中
学
生
で
あ
れ

ば
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
な
ど
を
受
け
て
参

加
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
興

味
が
あ
っ
て
も
学
校
で
は
習
え

な
い
内
容
を
勉
強
す
る
こ
と
は

自
分
が
ど
ん
な
分
野
に
向
い
て

い
て
今
後
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
く
か
、
大
学
で
何
を
専
攻

す
る
か
な
ど
を
考
え
る
上
で
も

役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
娘
さ
ん
は
ま
だ
中
学

生
な
の
で
特
定
の
大
学
や
専
攻

を
目
ざ
し
て
勉
強
す
る
の
は
ま

だ
早
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に

親
が
特
定
の
大
学
に
行
く
よ
う

プ
ッ
シ
ュ
す
る
の
は
避
け
た
い

も
の
で
す
。
高
校
生
に
な
っ
て

本
格
的
に
大
学
を
選
択
す
る
時

に
は
親
御
さ
ん
の
イ
ン
プ
ッ
ト

が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す

が
、
お
子
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
大
学
を
決
め
る
べ
き
で
す

し
、
専
攻
も
然
り
で
す
。
お
子

さ
ん
の
進
む
道
を
お
子
さ
ん
が

決
め
ら
れ
る
よ
う
、
親
は
選
択

肢
を
提
示
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
側

に
回
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

仮
に
本
人
が
高
校
生
に
な
っ

て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
入
学
し

た
い
と
思
っ
て
も
、
成
績
が
振

る
わ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
よ

う
な
超
難
関
大
学
は
単
に
高
校

の
成
績
が
オ
ー
ル
Ａ
で
Ｓ
Ａ
Ｔ

が
高
得
点
、
い
く
つ
か
の
ク
ラ

ブ
の
部
長
を
し
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
入
れ
る
わ
け
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
学
内
で
優

秀
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る

と
い
う
の
は
ハ
ー
バ
ー
ド
の
よ

う
な
大
学
に
合
格
で
き
る
最
低

条
件
で
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
志
願
者
が
定
員
の
何
倍
も

い
る
か
ら
で
す
。
ア
ジ
ア
系
ア

メ
リ
カ
人
で
他
に
目
立
っ
た
活

動
も
し
て
い
な
い
高
校
生
が
合

格
す
る
可
能
性
は
非
常
に
低
い

と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
と
い
う
と
、
他
の
志
願
者
と

は
際
立
っ
て
違
う
「
何
か
」
を

持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
経
験
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
特

定
分
野
に
対
す
る
強
い
興
味
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
理
想

を
言
え
ば
今
の
う
ち
に
ひ
と
つ

で
は
な
く
２
、
３
見
つ
け
て
、

学
内
外
で
活
動
の
場
を
広
げ
る

努
力
を
す
る
と
い
い
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
お
子
さ
ん
が
数
学

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
な

ら
、
数
学
ク
ラ
ブ
に
入
り
学
内

外
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
よ

い
記
録
を
出
し
た
り
、
数
学
に

特
化
し
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

高
校
生
に
な
っ
て
も
そ
の
活
動

を
続
け
る
他
、
数
学
を
教
え
る

と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ビ
ジ

ネ
ス
に
本
当
に
興
味
が
あ
る
の

な
ら
、
経
済
の
ク
ラ
ス
を
と
っ

た
り
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
し
た
ク

ラ
ブ
に
入
っ
た
り
お
父
さ
ん
の

仕
事
を
手
伝
っ
た
り
と
さ
ら
に

場
を
広
げ
、
そ
の
活
動
を
強
化

さ
せ
る
努
力
を
し
て
下
さ
い
。

中
に
は
自
分
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
始

め
る
高
校
生
も
い
ま
す
。
本
当

に
好
き
な
こ
と
な
ら
苦
痛
で
は

な
い
は
ず
で
す
。
さ
ら
に
数
学

や
ビ
ジ
ネ
ス
以
外
で
も
好
き
な

こ
と
を
み
つ
け
、
同
じ
よ
う
に

活
動
の
場
を
広
げ
て
下
さ
い
。

大
学
進
学
に
有
利
だ
ろ
う
と
考

え
て
お
子
さ
ん
が
好
き
で
も
な

い
楽
器
を
長
く
続
け
さ
せ
る
親

御
さ
ん
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

お
子
さ
ん
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
無
駄
使
い
さ
せ
る
だ
け
で

大
学
進
学
に
役
立
ち
ま
せ
ん
の

で
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

本欄への相談はサトリ・カレッジ・プランニング
E-mail:info@satoricollegeplanning.com
Website: https://satoricollegeplanning.com

サトリ・カレッジ・プランニング
カレッジ・カウンセラー
（M.A., Certificate in College Counseling）

伴里美相談員
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茨
城
県
笠
間
市
（
旧
友
部
町
）

に
あ
る
筑
波
海
軍
航
空
隊
記
念

館
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
同

記
念
館
は
、
旧
筑
波
海
軍
航
空

隊
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。
筑
波

海
軍
航
空
隊
は
、
霞
ヶ
浦
海
軍

航
空
隊
の
友
部
分
遣
隊
と
し
て

１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
８
月

15
日
に
発
足
し
、
飛
行
操
縦
基

礎
教
育
を
任
務
と
し
ま
し
た
。

１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
に
独

立
し
、
１
５
０
０
人
以
上
の
若

者
が
こ
こ
で
操
縦
訓
練
を
受

け
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
多

く
の
特
攻
兵
を
送
り
出
し
ま
し

た
。
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年

か
ら
は
学
徒
出
陣
に
よ
っ
て
多

く
の
学
生
が
海
軍
に
入
隊
し
、

通
常
４
年
か
か
る
基
礎
教
育
を

約
４
か
月
で
行
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
離
陸
と
着
陸
だ
け
が

訓
練
の
中
心
と
さ
れ
、
事
実
上
、

特
攻
兵
を
育
成
す
る
専
門
部
隊

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
筑
波
海

軍
航
空
隊
か
ら
は
、
64
名
の
う

ち
55
名
が
特
攻
で
戦
死
し
て
い

ま
す
。
太
平
洋
戦
争
が
激
化
し
、

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
に
絶

対
国
防
圏
が
策
定
さ
れ
る
と
、

教
官
・
教
員
も
出
撃
を
迫
ら

れ
、
邀
撃
戦
闘
機
隊
が
編
成
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
４
５
（
昭
和

20
）
年
１
月
か
ら
は
、
局
地
戦

戦
闘
機
「
紫
電
」
が
配
備
さ
れ

て
、
東
京
に
侵
入
す
る
Ｂ-

29

の
迎
撃
も
行
っ
た
よ
う
で
す
。

終
戦
後
、
隊
は
解
体
さ
れ
ま

し
た
が
、
旧
司
令
部
庁
舎
、
隊

門
、
滑
走
路
、
供
養
塔
、
号
令

台
な
ど
が
日
本
最
大
規
模
で
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
庁
舎
の
外
観

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建

て
で
、
内
部
は
石
造
り
の
手
す

り
や
階
段
が
重
々
し
い
雰
囲
気

を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
場
所
は
旧
制
水

戸
高
等
学
校
、
宍
戸
中
学
校
、

茨
城
青
年
師
範
学
校
を
経
て
県

立
友
部
病
院
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
時
の
雰
囲
気
を

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
し
て
お
り
、

２
０
１
３
年
に
公
開
さ
れ
た
映

画
『
永
遠
の
０
』
の
ロ
ケ
地
と

し
て
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た

（『
永
遠
の
０
』
で
は
、
岡
田
准

一
さ
ん
演
じ
る
主
人
公
・
宮
部

久
蔵
が
、
筑
波
海
軍
航
空
隊
の

教
官
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い

ま
す
）
。
２
０
１
１
年
、
敷
地

内
に
あ
っ
た
県
立
友
部
病
院
が

茨
城
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン

タ
ー
と
改
称
し
、
新
病
棟
に
移

設
後
は
、
旧
司
令
部
は
老
朽
化

の
た
め
解
体
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
２
年

６
月
か
ら
撮
影
が
始
ま
っ
た

『
永
遠
の
０
』
に
よ
っ
て
保
存

運
動
が
高
ま
り
、
２
０
１
３
年

12
月
か
ら
司
令
部
庁
舎
内
を
関

連
資
料
の
展
示
と
共
に
期
間
限

定
公
開
し
ま
し
た
。
そ
の
反
響

が
大
き
か
っ
た
た
め
、
２
０
１

８
年
に
「
事
業
の
公
営
化
」
が

決
ま
り
、
司
令
部
庁
舎
に
併
設

す
る
形
で
筑
波
海
軍
航
空
隊
関

連
資
料
な
ど
を
展
示
す
る
新
し

い
展
示
館
が
開
設
さ
れ
、
笠
間

市
の
指
定
管
理
を
受
け
て
記
念

館
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

旧
司
令
部
庁
舎
内
に
は
、
い
ば

ら
き
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
事
務
局
が
置
か
れ
、
同
庁
舎

で
は
、
戦
艦
大
和
の
建
造
を
め

ぐ
る
謀
略
を
描
い
た
『
ア
ル
キ

メ
デ
ス
の
大
戦
』
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
『
金
田
一
耕
助vs

明
智
小

五
郎
』、『
テ
セ
ウ
ス
の
船
』
な

ど
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
使
わ
れ

て
お
り
、
ロ
ケ
セ
ッ
ト
の
一
部

が
再
現
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

旧
海
軍
司
令
部
庁
舎
は
、
笠

間
市
の
文
化
財
登
録
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
指
定
後
は
現

状
変
更
が
難
し
く
な
る
た
め
、

同
館
で
は
現
在
展
示
環
境
を
整

備
す
る
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
・
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
い
い
形
で
後
世
に
遺
構
が

残
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
文
・
栗
原
祐
司
　
京
都
国
立

博
物
館
副
館
長
）

第343回

筑波海軍航空隊
記念館

２
日
間
ダ
ラ
ダ
ラ
と
地
元
民

に
な
っ
て
ビ
ー
チ
三
昧
の
生
活

を
送
っ
て
い
た
が
、
今
日
は
ア

ジ
ェ
ン
ダ
が
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
ス

（V
ence

）
と
い
う
街
に
あ
る

マ
テ
ィ
ス
の
教
会
に
い
く
。
こ

こ
コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
は
た

く
さ
ん
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
住

み
作
品
を
残
し
た
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
満
ち
溢
れ
る
場
所

で
も
あ
る
。
数
年
前
に
私
た
ち

は
ア
ン
テ
ィ
ー
ブ
（A

ntibes
）

で
１
週
間
を
過
ご
し
た
。
そ
こ

は
ス
ペ
イ
ン
の
グ
ラ
ナ
ダ
出
身

の
ピ
カ
ソ
が
最
後
に
住
ん
で
い

た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。
ち

ょ
う
ど
戦
争
が
終
わ
り
、
新
し

い
女
性
と
暗
い
パ
リ
か
ら
こ
の

太
陽
で
溢
れ
る
街
に
来
て
も
う

一
度
若
者
に
戻
っ
た
よ
う
に
創

作
活
動
を
し
た
。
ほ
か
に
も
、

マ
ル
セ
ル
・
パ
ニ
ョ
ー
ル
、
ジ

ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
、
マ
ル
ク
・

シ
ャ
ガ
ー
ル
、
ピ
エ
ー
ル
・
オ

ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
が

こ
の
美
し
い
風
景
を
描
き
、
世

界
レ
ベ
ル
の
作
品
を
世
に
出
し

た
。
そ
う
思
う
と
こ
の
美
し
い

景
色
の
功
績
は
大
き
い
な
ん
て

も
の
で
は
な
い
。

ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
も
こ
こ

の
暮
ら
し
か
ら
作
品
を
生
み
出

し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ひ
と
り

だ
。
１
９
４
１
年
、
72
歳
の
マ

テ
ィ
ス
は
ガ
ン
に
な
る
。
彼
は

「
若
く
て
可
愛
い
看
護
婦
」
を

募

集

。

そ

の

広

告

に

M
on
iqu
e
B
ou
rgeois

と
い

う
「
若
く
て
可
愛
い
」
女
性
が

応
募
す
る
。
ど
う
や
ら
彼
女
に

熱
を
上
げ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

彼
女
を
モ
デ
ル
に
作
品
を
創
り

始

め

る

。

そ

の

後

彼

女

は

V
ence

の
修
道
院
に
入
り
（
何

か
懺
悔
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の

か
）
シ
ス
タ
ー
と
な
る
。
マ
テ

ィ
ス
は
彼
女
の
修
道
院
の
近
く

に
家
を
買
う
。
そ
の
修
道
院
が

新
し
く
チ
ャ
ペ
ル
を
建
て
る
と

伝
え
る
と
マ
テ
ィ
ス
が
そ
の
デ

ザ
イ
ン
に
協
力
す
る
こ
と
に
な

っ

た

。

１

９

５

１

年

、

C
hapelle

du
R
osaire

de
V
en
ce

、
通
称
「M

atisse
C
hapel

」
が
で
き
る
。

チ
ャ
ペ
ル
は
撮
影
禁
止
な
の

で
、
じ
っ
く
り
と
目
に
焼
き
付

け
た
。
白
地
に
鉛
筆
書
き
を
思

わ
せ
る
シ
ン
プ
ル
な
ラ
イ
ン
で

ま
と
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
シ
ン

プ
ル
さ
に
迫
力
が
漲
る
。
マ
テ

ィ
ス
の
そ
の
女
性
（
失
礼
）
じ

ゃ
な
く
て
教
会
へ
の
思
い
入
れ

は
す
ご
い
も
の
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
彼
は
人
生
の
最
大
の
作

品
を
創
る
つ
も
り
で
い
た
と
言

う
。
チ
ャ
ペ
ル
の
席
に
座
っ
て

し
ば
し
心
を
休
め
る
。

屋
根
瓦
が
コ
バ
ル
ト
色
で
、

そ
の
青
が
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
陽

を
強
烈
に
反
射
し
て
、
屋
根
の

上
の
、
そ
れ
も
シ
ン
プ
ル
な
ラ

イ
ン
の
十
字
架
を
際
立
た
せ

る
。
そ
の
構
図
が
素
晴
ら
し
い

の
で
窓
か
ら
写
真
を
撮
っ
て
い

る
と
近
く
に
い
た
女
性
２
人
組

と
話
が
始
ま
っ
た
。
こ
こ
で
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
立

ち
上
げ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

女
性
と
、
彼
女
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
兼
友
達
の
日
本
人
の
女
性
の

２
人
組
で
あ
っ
た
。
昨
年
秋
に

メ
ル
ボ
ル
ン
と
シ
ド
ニ
ー
に
行

っ
た
話
で
盛
り
上
が
っ
た
。
彼

女
は
ツ
ア
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て

い
る
だ
け
あ
っ
て
、
こ
の
辺
の

見
ど
こ
ろ
を
ま
と
め
て
教
え
て

く
れ
た
。
お
互
い
に
住
所
を
交

換
し
て
別
れ
た
。
旅
の
出
会
い

は
楽
し
い
！

彼
女
の
名
は

R
osaria

、
こ
の
修
道
院
は

R
osaire

、
な
ん
と
い
う
偶
然
。

さ
て
道
端
に
停
め
た
車
に
戻

っ
て
い
ざ
出
よ
う
と
し
た
ら
、

な
ん
と
目
の
前
が
先
ほ
ど
の
彼

女
の
車
で
、
予
期
せ
ぬ
再
会
を

楽
し
ん
だ
。
彼
女
の
グ
ル
ー
プ

の
集
合
写
真
を
撮
っ
て
あ
げ

た
。
な
ん
か
み
ん
な
楽
し
そ
う
。

さ
て
、
そ
こ
か
ら
彼
女
の
お

勧
め
に
も
あ
る
、V

ence

の
街

に
出
か
け
る
。
車
を
街
の
駐
車

場
に
入
れ
る
と
昼
の
マ
ル
シ
ェ

が
立
っ
て
い
た
。
フ
ラ
イ
に
す

る
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
花
、
ア
ー
テ

ィ
チ
ョ
ー
ク
、
珍
し
い
パ
イ
、

手
作
り
の
食
材
が
芸
術
的
な
綺

麗
さ
で
並
ん
で
い
た
。
パ
ン
屋

で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
買
っ
て
先

ほ
ど
の
パ
イ
と
一
緒
に
食
べ

る
。
パ
ン
屋
か
ら
中
世
の
城
門

が
見
え
る
。
心
が
踊
る
。
急
い

で
食
べ
て
城
門
に
入
っ
た
瞬
間

に
び
っ
く
り
し
た
。
な
ん
と
、

こ
こ
は
数
年
前
に
来
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
時
は
逆
か

ら
周
っ
た
の
で
分
か
ら
な
か
っ

た
が
、
そ
の
噴
水
で
お
茶
を
し

た
。
綺
麗
な
街
な
の
で
も
う
一

度
、
今
度
は
逆
周
り
で
見
る
こ

と
に
し
た
。
街
の
中
心
の
古
い

教
会
ま
で
行
っ
て
み
た
。
途
中

で
ビ
ー
チ
行
き
の
籐
籠
を
買

う
。
私
は
バ
ッ
グ
フ
ェ
チ
で
、

い
つ
も
バ
ッ
グ
が
欲
し
く
な

る
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
匂
い
袋
を

欲
し
そ
う
に
見
て
い
た
ら
お
姉

さ
ん
が
１
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
た
。
欲
し
そ
う
な
顔
を
す

る
こ
と
は
美
徳
で
あ
る
（
笑
）
。

先
回
は
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、

そ
の
教
会
に
は
シ
ャ
ガ
ー
ル
の

壁
画
が
あ
る
。
同
じ
と
こ
ろ
に

住
ん
だ
ラ
イ
バ
ル
同
士
、
一
体

ど
ん
な
関
係
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
「
マ
テ
ィ
ス
の
野
郎
が
チ

ャ
ペ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
？

じ
ゃ
、

俺
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
に
壁
画
を

献
上
だ
！
」
な
ん
て
火
花
を
散

ら
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

先
ほ
ど
の
女
性
、R

osary

か

ら
い
き
な
り
メ
ー
ル
が
入
る
。

「
さ
っ
き
教
え
たT

ourette's
sur

L
oup

が
本
当
に
い
い
か

ら
絶
対
に
行
く
の
よ
！
」
今
か

ら
行
き
ま
す
と
答
え
て
出
発
し

た
。
街
の
駐
車
場
で
、
見
終
わ

っ
て
帰
る
彼
女
ご
一
向
と
こ
れ

か
ら
街
に
入
る
私
た
ち
は
ば
っ

た
り
出
会
っ
た
！
で
、
再
再
会

を
喜
ぶ
。
縁
と
は
こ
う
い
う
こ

と
か
。
こ
の
旅
は
タ
イ
ミ
ン
グ

が
全
て
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。

彼
女
の
言
う
通
り
、
崖
の
上

に
建
つ
こ
の
中
世
の
石
の
街
は

絶
景
で
あ
っ
た
。
細
い
石
畳
を

歩
き
、
中
世
の
街
と
所
々
に
入

っ
て
い
る
店
を
楽
し
ん
だ
。
さ

て
、
こ
れ
で
昼
の
部
は
終
わ
り
。

ア
パ
ー
ト
に
帰
っ
て
き
ち
ん
と

自
炊
。

フ
ラ
ン
ス
語
で
夜
の
こ
と
を

ソ
ワ
ー
ル
と
い
う
。
夜
の
集
ま

り
を
ソ
ワ
レ
と
言
う
。
奥
さ
ん

が
赤
い
ド
レ
ス
、
私
は
Ｔ
シ
ャ

ツ
（
笑
）
で
モ
ナ
コ
に
出
か
け

る
。
毎
回
南
仏
に
来
る
た
び
に

そ
の
目
抜
き
通
り
モ
ン
テ
カ
ル

ロ
に
来
て
、
カ
フ
ェ
・
ド
・
パ

リ
で
一
杯
飲
む
の
が
私
た
ち
の

お
決
ま
り
で
あ
る
。
世
界
の
高

級
車
、
カ
ジ
ノ
、
セ
レ
ブ
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
、
お
洒
落
と
お
金

の
街
で
あ
る
。
私
は
中
世
の
城

や
教
会
、
ダ
サ
イ
人
た
ち
が
大

好
き
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
く

ら
い
に
モ
ナ
コ
も
好
き
だ
。
説

明
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ

に
は
お
金
以
上
の
何
か
が
あ
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の

だ
。
友
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
女

性
チ
ェ
リ
ス
ト
も
私
の
写
真
を

み
て
、
「
ク
ラ
ス
が
あ
っ
て
良

い
よ
ね
！
」
と
賛
同
し
て
く
れ

る
。
ア
ラ
ブ
の
プ
レ
ー
ト
の
高

級
車
も
い
る
。
そ
う
、
来
週
私

は
エ
ジ
プ
ト
に
行
く
。
カ
イ
ロ

の
街
の
砂
と
埃
の
中
で
、
モ
ン

テ
カ
ル
ロ
の
こ
の
風
景
を
頻
繁

に
思
い
出
す
こ
と
に
な
ろ
う
と

は
こ
の
時
は
思
い
も
し
な
か
っ

た
。
た
だ
、
優
雅
な
人
々
を
眺

め
て
優
雅
な
気
分
に
浸
る
素
晴

ら
し
い
ソ
ワ
レ
で
あ
っ
た
。

（
続
く
）

（
浅
井
岳
史
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作

曲
家
）

w
w
w
.ta
k
e
s
h
ia
s
a
i.c
o
m

T RAVE LT RAVE L
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
２
０
１
９
南
仏
旅
日
記

そ
の
８：

サ
ク
レ
と
プ
ロ
フ
ァ
ン
（
聖
な
る
も
の
と
俗
な
る
も
の
）

https://www.amnet.jp/
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必
死
で
身
体
を
引
き
締
め
て

も
、
ち
ょ
っ
と
油
断
す
る
と
す

ぐ
に
ぶ
よ
ー
ん
と
太
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
の
に
、
ア
イ
ア
ン
ガ

ー
ヨ
ガ
を
真
面
目
に
や
り
出
し

た
ら
す
る
す
る
と
身
体
が
締
ま

っ
て
、
全
く
太
ら
な
く
な
り
、

自
分
で
も
不
思
議
だ
っ
た
の
で

い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
、
こ
の
連

載
を
書
い
て
い
ま
す
。

調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
こ
ん

な
こ
と
も
太
る
原
因
だ
っ
た
の

か
？
！

と
思
い
も
し
な
い
こ

と
が
、
な
ん
と
肩
甲
骨
！
「
肩

甲
骨
が
外
に
開
い
て
く
る
と
、

背
中
が
丸
く
な
り
、
胸
椎
６
・

７
番
の
開
閉
と
反
り
と
前
屈
に

作
用
す
る
背
骨
の
動
き
に
不
具

合
が
生
じ
て
き
ま
す
。
こ
こ
は

基
本
的
に
ホ
ル
モ
ン
系
統
（
主

に
副
腎
）
と
胃
袋
に
非
常
に
深

い
関
係
性
の
あ
る
場
所
で
す
の

で
、
こ
こ
が
鈍
る
と
異
常
に
食

欲
が
旺
盛
に
な
り
、
ま
た
大
量

に
胃
に
食
べ
物
を
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
し
て
身
体
全
体
の

代
謝
が
悪
く
な
り
ま
す
」
（
宮

川
眞
人
著
「
整
体
学
」
）
自
分

の
背
中
に
は
な
か
な
か
意
識
が

い
か
な
い
分
、
肩
甲
骨
あ
た
り

が
も
っ
こ
り
盛
り
上
が
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
人
が
多
い
で
す
。

背
中
で
肘
が
掴
め
な
く
な
っ
て

い
る
人
は
要
注
意
。

ヨ
ガ
は
い
ろ
い
ろ
な
ポ
ー
ズ

を
通
し
て
肩
甲
骨
の
可
動
域
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
な
る

と
肩
や
首
の
凝
り
が
改
善
し
、

綺
麗
な
背
中
に
な
っ
て
、
自
然

に
バ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
き
ま

す
。
肩
か
ら
首
へ
の
血
流
も
良

く
な
り
、
脳
血
栓
や
脳
卒
中
の

リ
ス
ク
も
低
く
な
る
で
し
ょ

う
。
ま
ず
ヨ
ガ
の
こ
の
ポ
ー
ズ

か
ら
始
め
て
下
さ
い
。

G
o
m
u
k
h
a
s
a
n
a

牛
の
顔
の
ポ
ー
ズ

本
来
は
脚
も
使
い
ま
す
が
、

今
回
は
腕
の
パ
ー
ト
だ
け
紹
介

し
ま
す
。
ま
ず
、
左
右
や
っ
て

み
て
下
さ
い
。
手
が
組
み
や
す

い
方
と
組
み
に
く
い
方
が
あ
り

ま
す
か
？

や
っ
て
み
て
「
あ

っ
、
無
理
だ
わ
」
で
終
わ
ら
な

い
で
、
こ
の
順
番
で
や
っ
て
み

て
下
さ
い
。
簡
単
に
手
が
組
め

る
人
は
よ
り
正
確
に
や
る
よ
う

に
し
て
み
て
下
さ
い
。

①

上
の
腕：

右
腕
を
天
井
の

方
に
上
げ
る
。
腕
の
付
け
根
か

ら
内
側
に
内
旋
し
て
手
の
平
を

後
に
向
け
て
か
ら
肘
を
曲
げ

る
。
手
の
平
は
背
骨
の
上
に
つ

け
て
、
手
の
平
で
背
中
を
押
す

よ
う
に
し
な
が
ら
肘
と
胸
を
天

井
に
上
げ
る
よ
う
に
す
る
。
肘

は
ま
っ
す
ぐ
天
井
に
向
い
て
い

る
こ
と
。

②

下
の
腕：

左
腕
を
肩
の
高

さ
に
床
と
平
行
に
上
げ
る
。
腕

の
付
け
根
か
ら
内
側
に
内
旋

し
、
手
の
平
を
後
に
向
け
て
肘

を
曲
げ
て
手
の
甲
を
背
骨
の
上

に
つ
け
る
。
手
の
甲
が
肩
甲
骨

の
間
に
来
る
ま
で
引
き
上
げ

る
。

③

手
が
組
め
な
い
人
は
、
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
使
っ
て
下
さ
い
。

そ
の
場
合
も
上
の
手
の
平
、
下

の
手
の
甲
が
背
中
に
な
る
よ
う

に
。

*

ポ
ー
ズ
の
動
画
を
Ｆ
Ｂ
で
見

れ

ま

す

。

facebook.com
/yukarispa

yoga

ス
パ
ド
ー
ニ
ゆ
か
り

（
米
国

公
認
Ｒ
Ｙ
Ｔ
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）：

さ
ま
ざ
ま
な
不
調

を
か
か
え
て
い
た
の
が
、
劇
的

に
健
康
に
な
っ
た
こ
と
で
ヨ
ガ

に
は
ま
る
。
ア
イ
ア
ン
ガ
ー
ヨ

ガ
の
Ｔ
Ｔ
修
了
。
２
０
０
６
年

か
ら
教
え
始
め
、
身
体
に
正
し

い
姿
勢
と
動
き
を
躾
け
て
い

く
、
し
っ
か
り
「
効
く
！
ヨ
ガ
」

と
し
て
評
判
。

17

ヨ
ガ
を
や
る
と
身
体
が
締
ま
る
わ
け

11

今
月
10
日
（
月
）
か
ら
16
日

（
日
）
ま
で
、
ウ
ッ
ド
サ
イ
ド

の
タ
イ
ヨ
ー
フ
ー
ズ
で
開
催
さ

れ
る
日
本
の
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店

で
は
、
「
た
だ
い
ま
変
身
中

（
株
式
会
社
縁petit

）
」
が
作

る
新
感
覚

蟹
ラ
ー
メ
ン
を
提

供
す
る
。
海
の
旨
み
が
詰
ま
っ

た
「
蟹
ラ
ー
メ
ン
」
は
フ
レ
ン

チ
シ
ェ
フ
が
集
っ
て
作
っ
た
和

食
フ
レ
ン
チ
の
一
品
で
、
Ｎ
Ｙ

の
新
た
な
ラ
ー
メ
ン
ブ
ー
ム

に
、
見
た
目
・
ス
ト
ー
リ
ー
・

味
の
３
つ
の
視
点
か
ら
シ
ェ
フ

達
が
挑
戦
し
た
。
株
式
会
社
縁

petit

（
代
表：

丸
尾
聖
）
は

東
京
・
大
阪
に
コ
ン
セ
プ
ト
の

異
な
る
６
店
舗
を
展
開
。
自
社

の
展
開
と
と
も
に
、
日
本
で
人

気
店
を
作
り
上
げ
る
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
を
行
い
、
ど
の
店
舗
も
話

題
の
人
気
店
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
、
タ
イ
ヨ
ー
フ

ー
ズ
（51-27 43rd

A
v

e,
W

oodside

地
下
鉄
７
番
線

52St.-L
in

coln
A

v

駅
を
降

り
て
す
ぐ
）
は
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー

ナ
ー
・

ウ
ッ
ド
＆
サ
ニ
ー
森

と
陽
だ
ま
り
52
丁
目
店
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
と
日
本
の

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
と
し
て

日
本
か
ら
毎
週
、
話
題
の
店
が

出
店
。
日
本
で
流
行
り
の
文
房

具
や
和
柄
折
り
紙
な
ど
の
日
本

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今

後
も
ラ
ー
メ
ン
店
、
漬
物
屋
、

創
作
和
食
と
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
や

イ
ベ
ン
ト
が
続
く
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

japancorner.w
s@

gm
ail.c

om

ま
で
。

酒
粕
は
酒
を
醸
造
す
る
と
き

に
で
き
る
も
の
で
す
が
、
古
く

か
ら
、
魚
、
肉
、
野
菜
な
ど
を

酒
粕
に
漬
け
込
ん
で
保
存
食
と

し
て
食
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
酒

粕
は
熟
成
す
る
と
で
ん
ぷ
ん
が

糖
に
変
化
を
し
て
甘
味
と
と
も

に
風
味
が
増
し
ま
す
。
ア
ミ
ノ

酸
や
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
含
み
ま

す
の
で
体
に
優
し
い
食
べ
物
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
酒

粕
に
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
挟
む

だ
け
の
簡
単
オ
ー
ド
ブ
ル
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

作
り
方

酒
粕
は
板
状
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
、
塊
に
し
て
い
る
も
の

と
が
あ
り
ま
す
。
板
状
の
酒
粕

は
、
保
存
容
器
に
１
枚
置
い
て
、

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
１
セ
ン
チ

の
厚
さ
、
酒
粕
の
長
さ
に
あ
わ

せ
て
切
っ
て
お
き
ま
す
。
こ
の

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
酒
粕
の
上

に
置
い
て
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

の
上
に
さ
ら
に
板
状
の
酒
粕
を

の
せ
ま
す
。
空
気
が
入
ら
な
い

よ
う
に
ラ
ッ
プ
を
し
て
蓋
を
し

ま
す
。

塊
状
の
酒
粕
は
ラ
ッ
プ
に
包

み
め
ん
棒
な
ど
で
平
ら
に
な
ら

し
ま
す
。
こ
れ
を
容
器
に
入
れ
、

上
に
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
を
の

せ
、
こ
の
上
に
平
ら
に
し
た
酒

粕
を
の
せ
て
ラ
ッ
プ
を
し
て
ふ

た
を
し
て
冷
蔵
庫
で
保
存
を
し

ま
す
。
１
日
お
く
と
酒
粕
が
染

み
込
ん
だ
お
い
し
い
酒
粕
風
味

の
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の
で
き
あ

が
り
で
す
。
好
み
の
大
き
さ
に

切
っ
て
皿
に
の
せ
て
ピ
ッ
ク
を

添
え
ま
す
。

材料　

酒粕.........................................................................................２種

フィラデルフィアクリームチーズ............１箱

千葉真知子の

ART COOKING

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の
酒
か
す
漬
け

仏
シ
ェ
フ
の
味

蟹
ラ
ー
メ
ン

ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
ナ
ー

http://lamama.org/
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スクランブル

New Jersey

大
切
な
人
に
愛
を
伝
え
る
聖

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
。
そ
の
前

後
の
週
末
で
あ
る
８
日
、
９
日
、

15
日
、
16
日
に
、
Ｎ
Ｊ
各
地
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
ワ
イ
ン
と
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
愉
し
む
「
ワ
イ

ン
＆
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ト
レ
イ

ル
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
」
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。

同
企
画
に
参
加
す
る
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

愛
す
る
人
と
美
味
し
い
ワ
イ
ン

と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
音
楽
な
ど

を
愉
し
み
、
寒
い
週
末
に
心
だ

け
で
も
暖
か
く
な
ろ
う
。
各
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
詳
細
は

そ
れ
ぞ
れ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に

ワ
イ
ン
と
チ
ョ
コ
を

フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
と
い

う
名
前
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？

第
二
次
世
界
大
戦
時
、
日
系
ア

メ
リ
カ
人
は
敵
国
の
ス
パ
イ
と

い
う
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
ほ
と

ん
ど
の
人
が
強
制
収
容
所
に
入

れ
ら
れ
て
不
当
な
扱
い
を
受
け

た
。
「
私
は
ア
メ
リ
カ
人
だ
。

こ
ん
な
扱
い
は
納
得
で
き
な

い
。
」
と
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の

人
権
を
主
張
し
、
逮
捕
、
投
獄

さ
れ
た
人
物
が
フ
レ
ッ
ド
・
コ

レ
マ
ツ
氏
だ
。
戦
後
も
国
の
不

当
性
を
訴
え
て
戦
い
続
け
、
ア

メ
リ
カ
が
正
式
に
非
を
認
め
大

統
領
が
謝
罪
、
収
容
所
に
入
っ

た
こ
と
の
あ
る
存
命
者
に
補
償

金
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
、
何
十

年
も
の
日
々
が
過
ぎ
て
い
た
。

そ
の
後
も
コ
レ
マ
ツ
氏
は
、

９
・
11
米
同
時
テ
ロ
以
降
、
同

様
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
イ
ス

ラ
ム
系
ア
メ
リ
カ
人
を
擁
護
す

る
な
ど
、
人
権
擁
護
活
動
家
と

し
て
そ
の
一
生
を
捧
げ
た
。

そ
ん
な
コ
レ
マ
ツ
氏
の
偉
業

を
た
た
え
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
は
２
０
１
０
年
、
彼
の
誕
生

日
で
あ
る
１
月
30
日
を
「
フ
レ

ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
の
日
」
と
定

め
、
永
久
に
「
憲
法
で
保
証
さ

れ
た
州
民
の
自
由
の
重
要
性
を

再
認
識
す
る
機
会
」
を
作
っ
た
。

東
海
岸
で
も
、
強
制
収
容
所
経

験
者
の
日
系
人
を
中
心
に
こ
の

日
を
認
定
さ
せ
よ
う
と
い
う
運

動
が
起
き
、
２
０
１
７
年
に
Ｎ

Ｙ
市
が
「
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ

ツ
の
日
」
を
認
定
し
た
。

そ
の
運
動
の
中
心
人
物
の
一

人
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
、
Ｎ

Ｊ
州
や
Ｎ
Ｙ
市
で
長
く
不
動
産

業
を
営
む
古
本
武
司
さ
ん
。
自

身
も
戦
時
中
に
強
制
収
容
所
で

生
ま
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
に

は
米
軍
兵
と
し
て
出
兵
し
戦
っ

た
と
い
う
経
歴
を
持
ち
、
退
役

後
に
不
動
産
会
社
を
立
ち
上
げ

た
。
古
本
さ
ん
は
、
本
業
と
は

別
に
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
地
位

向
上
や
移
民
の
自
由
と
平
等
の

た
め
に
日
々
活
動
を
続
け
て
い

る
。

そ
ん
な
古
本
さ
ん
や
妻
の
キ

ャ
ロ
ル
さ
ん
の
地
道
な
努
力
の

結
果
、
こ
の
ほ
ど
、
古
本
不
動

産
の
本
社
が
あ
る
Ｎ
Ｊ
州
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
区
が
、
東
海
岸
で
は

二
例
目
の
「
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ

マ
ツ
の
日
」
を
認
定
。
そ
の
式

典
が
、
１
月
30
日
木
曜
日
に
同

区
の
区
庁
舎
で
行
わ
れ
た
。

マ
ー
ク
・
ソ
コ
リ
ッ
チ
区
長

は
急
用
で
式
典
を
欠
席
し
た

が
、
宣
言
書
は
古
本
キ
ャ
ロ
ル

夫
人
が
代
読
。
古
本
さ
ん
は
、

「
私
は
幸
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
興
し

幸
せ
な
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
『
戦
時
中
の

日
系
人
へ
の
対
応
が
不
当
だ
っ

た
』
と
認
め
ら
れ
る
前
に
辛
い

思
い
を
し
た
ま
ま
亡
く
な
っ
た

方
は
大
勢
い
る
。
そ
ん
な
人
た

ち
の
た
め
に
も
、
こ
の
活
動
は

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
た
い
。
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
で
は
フ
ォ
ー

ト
リ
ー
の
町
だ
け
で
終
わ
る
こ

と
な
く
、
州
議
会
と
州
知
事
に

も
こ
れ
か
ら
働
き
か
け
て
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
よ
う
に
州
全

体
で
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
の

日
を
制
定
し
、
今
後
、
移
民
の

米
国
人
が
不
当
な
扱
い
を
受
け

な
い
社
会
が
作
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
」
と
語
っ
て
い
た
。

（
本
紙
・
久
松
茂
、
写
真
も
）

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
区
も

フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
・
デ
ー

古
本
さ
ん
が
区
庁
舎
で
ス
ピ
ー
チ

・ Laurita Winery
85 Archertown Rd., New Egypt
609-752-0200
ウェブ: lauritawinery.com

・ Hawk Haven Vineyard
600 South Railroad Ave., 
Rio grande
609-846-7347  
ウェブ: hawkhavenvineyard.com

・ Autumn Lake Winery
870 West Malaga Rd., 
Williamstown
609-364-0717  
ウェブ: autumnlakewinery.business.site

・ Turhune Orchards
330 Cold Soil Rd., Princeton
609-924-2310
ウェブ: turhuneorchards.com

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからでも！

生活アンテナＤＸコーナーをご覧下さい！

www.nyseikatsu.com

https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsnj.org/
http://jmart-usa.com/en/
http://asunarokokusai.blogspot.com
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com


著
者
は
１
９
８
４
年
、
福

岡
県
生
ま
れ
の
水
墨
画
家
。

本
作
で
第
59
回
メ
フ
ィ
ス
ト

賞
を
受
賞
し
作
家
デ
ビ
ュ
ー

し
た
。
ま
た
、
２
０
２
０
年

本
屋
大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
た
ほ
か
、
ブ
ラ
ン
チ
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
大
賞
２
０
１
９
を
受
賞

し
て
い
る
。
日
本
版
ア
マ
ゾ

ン
の
東
洋
・
日
本
画
カ
テ
ゴ

リ
に
お
い
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

１
位
と
な
っ
て
い
る
（
２
０

２
０
年
１
月
末
時
点
）
。
温
厚

な
性
格
で
、
お
年
寄
り
の
趣

味
と
思
わ
れ
が
ち
な
水
墨
画

の
魅
力
を
、
小
説
を
通
し
て

広
い
世
代
に
伝
え
た
い
と
い

う
志
を
も
っ
て
本
作
を
書
き

上
げ
た
。

メ
フ
ィ
ス
ト
賞
は
講
談
社

が
主
催
す
る
文
学
新
人
賞
で
、

京
極
夏
彦
、
森
博
嗣
、
乾
く

る
み
と
い
っ
た
破
天
荒
な
作

家
た
ち
を
輩
出
し
て
い
る
。

受
賞
作
品
も
な
か
な
か
ク
セ

の
あ
る
も
の
が
多
く
、
本
作

も
そ
う
な
の
か
と
思
い
き
や
、

水
墨
画
を
題
材
と
し
た
王
道

の
青
春
芸
術
小
説
で
あ
る
。

水
墨
を
描
く
こ
と
を
通
し
て

自
身
を
見
つ
め
直
す
主
人
公

の
姿
と
そ
れ
を
見
守
る
周
囲

の
人
た
ち
の
心
遣
い
に
胸
を

打
た
れ
る
作
品
だ
。

ま
た
現
在
、
漫
画
版
が
週

刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
で
連
載
さ

れ
て
お
り
、
コ
ミ
ッ
ク
ス
第

３
巻
が
今
年
１
月
17
日
に
発

売
さ
れ
た
。
漫
画
は
「
こ
の

剣
が
月
を
斬
る
」
の
堀
内
厚

徳
氏
が
、
漫
画
内
の
水
墨
画

は
本
書
の
著
者
、
砥
上
裕
將

が
描
い
て
お
り
、
人
気
を
博

し
て
い
る
。

さ
て
、
本
作
の
主
人
公
は

２
年
前
に
両
親
を
交
通
事
故

で
失
い
、
喪
失
感
の
な
か
に

あ
る
青
山
霜
介
と
い
う
大
学

生
で
あ
る
。
友
人
に
頼
ま
れ

て
行
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
先
の

展
覧
会
場
で
、
そ
う
と
は
知

ら
ず
水
墨
画
の
巨
匠
・
篠
田

湖
山
と
出
会
い
、
話
を
す
る

う
ち
に
な
ぜ
か
気
に
入
ら
れ

て
、
そ
の
場
で
内
弟
子
に
さ

れ
て
し
ま
う
。
は
じ
め
て
の

水
墨
画
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

大
学
の
友
人
た
ち
や
ラ
イ
バ

ル
、
先
輩
水
墨
画
家
に
支
え

ら
れ
つ
つ
、
次
第
に
水
墨
画

に
魅
了
さ
れ
て
い
く
主
人
公

の
心
の
移
ろ
い
が
美
し
く
描

か
れ
て
い
る
。

本
作
の
面
白
い
と
こ
ろ
は

な
ん
と
言
っ
て
も
水
墨
画
を

題
材
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

目
で
見
て
感
じ
と
っ
て
味
わ

う
芸
術
を
言
葉
だ
け
で
ど
う

読
者
に
伝
え
る
の
か
、
著
者

の
手
腕
が
試
さ
れ
る
と
思
う

が
読
む
だ
け
で
絵
が
容
易
に

想
像
で
き
る
文
章
に
感
嘆
す

る
。ま

た
、
主
人
公
と
師
匠
の

や
り
と
り
も
心
に
響
く
も
の

が
あ
る
。
例
え
ば
、
主
人

公
・
青
山
が
初
め
て
師
匠
・

湖
山
か
ら
水
墨
画
の
講
義
を

受
け
た
際
、
湖
山
の
お
手
本

を
真
似
し
よ
う
と
し
て
何
度

も
失
敗
す
る
。
そ
の
う
ち
に
、

青
山
は
、
ど
う
せ
失
敗
す
る

の
だ
か
ら
と
気
楽
な
気
持
ち

に
な
っ
て
絵
筆
を
握
り
、
新

し
い
紙
に
次
々
に
向
か
っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
こ

で
湖
山
か
ら
「
真
っ
白
い
紙

を
好
き
な
だ
け
汚
し
て
い
い

ん
だ
よ
。
ど
ん
な
に
失
敗
し

て
も
い
い
。
失
敗
す
る
こ
と

だ
っ
て
当
た
り
前
の
よ
う
に

許
さ
れ
た
ら
、
お
も
し
ろ
い

だ
ろ
？
」
と
言
わ
れ
る
の
だ
。

と
り
わ
け
社
会
人
に
な
る

と
失
敗
す
る
こ
と
は
あ
ん
ま

り
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

悪
く
す
れ
ば
他
者
か
ら
疎
ま

れ
蔑
ま
れ
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
な
い
。
だ
か
ら
大
人
に

な
る
ほ
ど
慎
重
に
な
り
、
楽

し
む
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

本
作
を
読
ん
で
い
る
と
そ
う

い
っ
た
失
敗
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
思
い
出
し
た
り
、
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た

く
な
っ
た
り
し
て
く
る
は
ず

だ
。
　
　
　
　
（
西
口
あ
や
）

■スターは楽し　映画で会いたい80人（芝山幹郎、文春新
書）1988年から週刊文春「シネマチャート」の評者を務め
る著者が、イーストウッドから森繁、マリリン・モンローま
で、古今東西の映画スター80人を麗人、才人、奇人などの
８ジャンルに分類。彼らの演技や魅力を論じつつ、生い立ち
やエピソード、そして代表作を紹介する。■花咲小路一丁目
の髪結いの亭主（小路幸也、ポプラ社）花咲小路商店街の古
きよき香りが漂うレトロな理髪店「バーバーひしおか」。小
柄な奥さんが切り盛りし、店主は仕事を手伝わずのんきに暮
らしてばかりだが、実は西洋美術の凄腕鑑定士である。物語
は彼のもとにある美術品が持ち込まれることで動き始める。
■パーフェクト・ブルー（宮部みゆき、創元推理文庫）高校
野球界のスーパースターがガソリンを全身にかけられ焼死す
る悲惨な事件が起きた。偶然事件現場に居合わせたその弟と、
蓮見探偵事務所の調査員加代子、そして元警察犬のマサは真
相究明に乗り出す。幅広いジャンルで活躍する作家、宮部み
ゆきの長編デビュー作の新装版。■老人初心者の覚悟（阿川
佐和子、中央公論新社）「いい女、ふだんブッ散らかしてお
り」につづく、「婦人公論」好評連載の書籍化第２弾。65歳、
高齢者の仲間入りをしてからの、身の回り、体調、容姿、心
境の変化を綴る。多彩な抽斗と表現で自らの過去と現在を赤
裸々に語った極上のエッセイ集。■あしたの君へ（柚月裕子、
文春文庫）裁判所職員採用試験に合格し、家裁調査官に採用
された主人公。調査官補として研修の間、九州の福森家裁に
配属され、窃盗を犯した少女、ストーカー事案で逮捕された
高校生、親権を争う夫婦とその息子など、心を開かない相談
者たちを相手にして悩む日々を送る。主人公が一人前の家裁調査官に成長
するまでの物語。■人間関係で「キレそう！」になったら読む本（斎藤茂
太、新講社ワイド新書）誰かに対して腹が立ったとき自分の怒りを静めら
れればいいが、大抵は感情的に怒りを爆発させてしまいがち。本書では精
神神経科・斎藤病院名誉院長の著者が、人にいらだたず怒りをためない気
持ちの整理の方法や、感情的にならないコツをアドバイスする。（西口あや）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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BOOKS

映
画
ス
タ
ー
80
人
の
魅
力
を
楽
し
む
。
花
咲
小
路
シ
リ
ー
ズ
６
作
目
。
宮
部
み
ゆ
き

の
長
編
デ
ビ
ュ
ー
作
新
装
版
。
老
化
と
闘
う
日
々
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
集
。
一
人
前
の

家
裁
調
査
官
に
成
長
す
る
ま
で
の
物
語
。
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
コ
ツ
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

白と黒で描かれる世界

サスペンスの女王
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
の
メ

ア
リ
ー
・
ヒ
ギ
ン
ズ
・
ク
ラ

ー
ク
さ
ん
が
１
月
31
日
、
フ

ロ
リ
ダ
州
ネ
ー
プ
ル
ズ
で
家

族
が
見
守
る
な
か
、
老
衰
の

た
め
92
歳
で
死
去
し
た
。

ク
ラ
ー
ク
さ
ん
は
１
９
２

７
年
ブ
ロ
ン
ク
ス
に
生
ま
れ
、

64
年
に
夫
が
亡
く
な
っ
た
後
、

執
筆
活
動
を
始
め
た
。
50
作

品
以
上
の
ミ
ス
テ
リ
ー
や
サ

ス
ペ
ン
ス
小
説
が
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
り
、
『
子
供
た
ち
は

ど
こ
に
い
る
』
（
75
年
）
や

『
誰
か
が
見
て
い
る
』
（
77
年
）

は
映
画
、
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
。

娘
の
キ
ャ
ロ
ル
・
ヒ
ギ
ン

ズ
・
ク
ラ
ー
ク
さ
ん
も
推
理

小
説
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

出
版
社
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ

ス
タ
ー
の
キ
ャ
ロ
リ
ン
・

Ｋ
・
ラ
イ
デ
ィ
社
長
は
「
出

版
業
界
で
の
偉
業
は
、
メ
ア

リ
ー
・
ヒ
ギ
ン
ズ
・
ク
ラ
ー

ク
の
人
生
の
ほ
ん
の
一
部
で

し
か
な
い
。
若
年
期
か
ら
苦

難
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
乗
り
越

え
、
言
う
ま
で
も
な
く
生
ま

れ
な
が
ら
の
作
家
だ
っ
た
」

と
哀
悼
の
意
を
伝
え
て
い
る
。

ク
ラ
ー
ク
さ
ん
の
書
籍
の
売

上
部
数
は
、
生
涯
で
１
億
部

を
超
え
た
。

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

講談社・刊

砥上 裕將・著

メ
ア
リ
ー
・
ヒ
ギ
ン
ズ
・
ク
ラ
ー
ク
さ
ん
死
去

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/


カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ト
ー
ラ

ン
ス
生
ま
れ
。
４
歳
か
ら
ド
ロ

シ
ー
・
ワ
ン
先
生
指
導
の
も
と

ピ
ア
ノ
を
始
め
、
大
学
入
学
ま

で
ワ
ン
先
生
に
師
事
す
る
。

「
今
日
は
こ
れ
だ
け
練
習
し
た

ん
だ
か
ら
も
う
十
分
、
と
熱
心

で
な
い
時
期
も
あ
っ
た
」
そ
う

だ
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の

名
門
カ
ー
テ
ィ
ス
音
楽
院
ピ
ア

ノ
科
に
入
学
。
同
音
楽
院
は
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
管
弦
楽
団
の

水
準
を
満
た
す
楽
団
員
の
養
成

機
関
を
め
ざ
し
て
１
９
２
４
年

に
設
立
さ
れ
た
音
楽
大
学
で
、

少
数
精
鋭
、
学
生
全
員
に
奨
学

金
が
全
額
支
給
さ
れ
、
極
め
て

入
学
が
難
し
い
音
大
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
カ
ー
テ
ィ
ス
卒

業
後
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ネ

ス
音
楽
大
学
に
て
マ
ス
タ
ー
、

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
に
て
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
デ
ィ
プ
ロ
マ
を
取
得
し

た
。
学
生
時
代
か
ら
コ
ン
サ
ー

ト
活
動
を
始
め
、
聴
衆
を
前
に

演
奏
す
る
こ
と
や
他
の
音
楽
家

と
共
演
す
る
こ
と
で
、
ピ
ア
ノ

の
楽
し
さ
を
実
感
し
た
と
言

う
。ソ

ロ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
、
サ
ン
タ
フ
ェ
交
響
楽
団

と
共
演
し
た
ほ
か
、
チ
ャ
ン
バ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ソ
サ
エ
テ

ィ
・
オ
ブ
・
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
に

参
加
す
る
な
ど
、
室
内
楽
演
奏

家
と
し
て
も
情
熱
的
に
活
動
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
国
際
的

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
ピ
ン
カ

ス
・
ズ
ッ
カ
ー
マ
ン
、
ヒ
ラ
リ

ー
・
ハ
ン
、
ア
ン
・
ア
キ
コ
・

マ
イ
ア
ー
ズ
ら
と
共
演
。
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ

ー
・
コ
ー
と
録
音
し
た
「
ス
ト

リ
ン
グ
・
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
」
は

２
０
０
９
年
度
の
グ
ラ
ミ
ー
賞

（
ベ
ス
ト
・
チ
ャ
ン
バ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
）
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

現
在
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
て

教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。
「
弾
く

だ
け
で
は
な
く
、
ピ
ア
ノ
を
教

え
る
こ
と
も
私
に
と
っ
て
と
て

も
有
意
義
。
幼
い
頃
か
ら
ピ
ア

ノ
を
弾
い
て
き
て
、
途
中
挫
折

し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
継
続
し
て
き

た
経
験
が
役
に
立
っ
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
」
。

映
像
作
家
の
夫
と
の
間
に
９

歳
の
娘
が
い
る
。
娘
が
幼
か
っ

た
頃
、
隙
間
時
間
を
見
つ
け
て

ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
。
自
分
に
と

っ
て
ピ
ア
ノ
に
向
き
合
う
時
間

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
た
と

言
う
。
英
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
内

田
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は

日
本
語
で
答
え
て
く
れ
た
こ
と

も
あ
る
が
、
言
葉
で
表
現
す
る

の
は
苦
手
だ
と
お
見
受
け
し

た
。
そ
ん
な
彼
女
に
と
っ
て
ピ

ア
ノ
は
言
葉
以
上
の
表
現
ツ
ー

ル
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ

し

て

今

年

３

月

12

日

（
木
）
、
英
国
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
管
弦
楽
団
で
活
躍
し
た
チ

ェ
ロ
奏
者
、
花
岡
伸
子
氏
と
二

人
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
ワ
イ
ル
・

リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル
に
て
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。
タ
イ
ト

ル
は
「
バ
ッ
ハ
か
ら
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
ま
で
ー
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ

の
名
手
」
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
４
曲

の
う
ち
、
内
田
さ
ん
は
ラ
フ
マ

ニ
ノ
フ
、
シ
ュ
ー
マ
ン
、
ク
ラ

イ
ス
ラ
ー
を
弾
く
。
コ
ン
サ
ー

ト
へ
の
抱
負
は
？
の
質
問
に

「
そ
の
曲
の
良
さ
が
伝
わ
る
演

奏
を
し
た
い
」
と
は
に
か
み
な

が
ら
答
え
て
く
れ
た
。
　
　

（
東
海
砂
智
子
）

■
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
公
演
情
報
は

次
の
通
り
。

w
w
w
.carnegiehall.org/

calendar/2020/03/12

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

心
を
雄
弁
に
語
る
ピ
ア
ノ
の
名
手

ロ
シ
ア
ン
・
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
を
あ
と
に
し
て

（15）　［NY生活ウーマン］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和2年）2月8日（土）

ピアニスト

内田 玲子さん

カーネギーホール57丁目の東側に隣接するロシアン・ティー・ルームは、１９
２７年にロシアのインペリアル・バレエ団の元メンバーがロシア人駐在員のたまり
場として開設したレストランで、長年エンターテイメント業界の人たちの集まる場
所となった。１９９６年から２００６年10年間閉鎖されたが、２００６年11月に
リニューアルして開店。インテリアは閉鎖当時と同じもの。重厚な深紅の椅子とダ
ークグリーンの壁がロシア帝国を想像させる。店はランチで開店するが、「アフタ
ヌーン・ティー」が夕食時までサービスされ、閉店まで客足は減らない。ティー・
タイムに出入りする人をキャッチしたら、中年のブランド品使用者が多かった。

（ワインスタイン今井絹江、写真も)

◇氏名：タニア・ドーン（44歳）
◇職業：ドイツでミュージシャ
ン対象の事務所を経営、ビジネ
スでニューヨークに来た

◇居住地：ドイツ
◇着用の服：ピンクのコートは
ヒューゴボス、それに合わせた
バッグはモスキーノ、ブーツは
ボーデン、サングラスはシャネ

ル、スカーフはイタリアで購入
◇よく利用する店：アルマーニ
◇好きなブランド：ヒューゴボ
ス、ヴァレンティノ、シャネル

◇着こなしで気をつけているこ
と：ハッピーに感じる色を選ぶ

◇撮影場所：57丁目6番街と７番
街の間

ストスナ
オシャレは街角から生まれる 111

NY

Fe
b
ru
a
ry

独自のコンテンツも充実

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからもご覧下さい！

デジタル版バックイシューも10年分保存！

www.nyseikatsu.com

http://www.salon-oasis.net
http://maliliko.com
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
https://crsny.org
http://www.idocenter.com
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
三
井
知
之
校
長
・
生
徒
数
３

３
３
人
）
は
１
月
19
日
、
Ｊ
Ａ

Ｓ

Ｌ

（Jap
an

ese
as

a
Second

L
anguage

）
コ
ー

ス
児
童
生
徒
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
を
行
っ

た
。Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｌ
は
日
本
語
を
母
語

と
せ
ず
と
も
日
本
に
関
心
が
あ

る
小
中
高
生
た
ち
が
日
本
語
と

日
本
文
化
を
学
ん
で
お
り
、
こ

の
発
表
会
は
４
〜
12
年
生
に
よ

っ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
の

食
べ
物
」
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
２
（
初

心
者
ク
ラ
ス
）
は
「
お
せ
ち
料

理
」
と
「
東
京
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」

の
寸
劇
を
行
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ

４
（
初
級
か
ら
中
級
ク
ラ
ス
）

は
「
伝
統
的
な
日
本
の
麺
」

「
外
食
か
家
で
食
べ
る
か
」
に

つ
い
て
日
本
語
学
校
の
保
護
者

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
結
果
を

報
告
し
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
５
（
中
級

以
上
ク
ラ
ス
）
は
「
ラ
ー
メ
ン
」

「
お
弁
当
」
「
精
進
料
理
」
に
つ

い
て
、
歴
史
や
人
気
度
、
海
外

へ
の
影
響
な
ど
を
調
べ
、
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め
た
。
日

本
の
食
べ
物
を
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
で
と
ら
え
、
と
て
も
興
味
深

い
発
表
と
な
っ
て
い
た
。

発
表
会
に
至
る
ま
で
に
、
テ

キ
ス
ト
か
ら
日
本
語
を
学
ぶ
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
の
興
味
の

あ
る
事
柄
に
つ
い
て
調
べ
、
調

査
の
た
め
に
実
際
に
日
本
語
で

質
問
す
る
な
ど
の
活
動
を
行

い
、
最
後
に
日
本
語
を
使
っ
て

人
前
で
発
表
す
る
と
い
う
大
切

な
取
り
組
み
に
な
り
、
児
童
生

徒
が
日
本
語
を
話
す
自
信
を
つ

け
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

１
月
25
日
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

（
工
藤
英
治
校
長
）
に
お
い
て

同
校
と
地
区
の
日
本
語
教
師

会
と
の
共
催
の
「
Ａ
Ｐ
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
説
明
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。

米
国
の
教
育
機
関
カ
レ
ッ

ジ
ボ
ー
ド
が
大
学
進
学
の
統

一
テ
ス
ト
Ｓ
Ａ
Ｔ
と
合
わ
せ

て

運

営

を

す

る

Ａ

Ｐ

（A
dvan

ced
P
lacem

en
t

）

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
そ
の
な
か
に

含
ま
れ
る
日
本
語
試
験
に
つ

い
て
は
、
「
受
験
を
し
て
お
く

と
大
学
へ
の
入
学
申
請
や
単

位
取
得
の
た
め
に
役
に
立
つ

と
い
う
話
は
聞
く
が
、
情
報

が
ど
こ
で
得
ら
れ
る
の
か
わ

か
ら
な
い
」
と
い
う
人
も
多

い
。
補
習
校
に
通
う
生
徒
や

保
護
者
ら
の
関
心
は
高
く
、

定
員
い
っ
ぱ
い
に
会
場
を
埋

め
た
参
加
者
は
熱
心
に
講
師

の
話
に
耳
を
傾
け
、
休
憩
時

間
と
な
っ
て
も
多
く
の
質
問

を
寄
せ
て
い
た
。

説
明
会
の
講
師
を
務
め
た

の
は
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ト
ー
マ

ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
高
校

で
Ａ
Ｐ

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
コ
ー

ス
を
教
え
、
Ａ
Ｐ
日
本
語
の

試
験
作
成
や
採
点
な
ど
に
も

深
く
関
わ
る
大
谷
浩
二
先
生
。

試
験
の
基
礎
知
識
か
ら
、
受

験
方
法
や
教
材
の
紹
介
、
過

去
問
題
を
使
っ
て
の
対
策
勉

強
法
、
ま
た
そ
れ
を
意
識
し

た
学
習
活
動
ア
イ
デ
ア
に
至

る
ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
、
参
加
し
た
生
徒
、
保

護
者
、
教
員
全
員
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
吸
収
で
き
た
実
り
の

多
い
説
明
会
と
な
っ
た
。

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
は
29
日

（
土
）
午
後
３
時
か
ら
４
時
ま

で
、
同
校
Ｎ
Ｊ
キ
ャ
ン
パ
ス

（

８

W
est

B
ay

v
iew

A
v
e
n
u
e
.,E

n
g
le

w
o
o
d

C
liffs

）
で
無
料
の
幼
児
部
見

学
・
体
験
シ
リ
ー
ズ
「
春
の
幼

稚
園

放
課
後
見
学
・
体
験
ク

ラ
ス
」
を
実
施
す
る
。

ひ
な
ま
つ
り
を
テ
ー
マ
に
、

み
ん
な
で
ひ
な
人
形
を
製
作
し

た
り
、
お
や
つ
を
楽
し
む
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
に
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
ツ
ア
ー
、
最
後
に
質
疑

も
あ
る
。
対
象
は
今
年
度
の
年

中
か
ら
年
長
（
２
０
１
４
年
４

月
２
日
〜
16
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
子
ど
も
。
定
員
10
人
。

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
予

約
。
申
し
込
み
は
28
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
２
０
１
・
９
４

７
・
４
８
３
２
、
ま
た
は
子
ど

も
の
名
前
と
人
数
、
当
日
の
連

絡

先

を

明

記

し

Ｅ

メ

ー

ル

atn
j.n

y
iku

ei@
gm

ail.com

ま
で
申
し
込
む
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.JapaneseSchool.or

g

を
参
照
す
る
。

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補

習
校
（
足
達
滋
校
長
）
で
１

日
、
幼
稚
部
と
中
学
部
に
よ

る
節
分
行
事
が
行
わ
れ
た
。

園
児
た
ち
は
、
幼
稚
部
合
同

お
集
ま
り
に
て
、
２
月
の
お

話
「
節
分
」
に
つ
い
て
、
理

解
を
深
め
た
ば
か
り
。
朝
か

ら
「
鬼
は
外
。
福
は
内
！
」

の
か
け
声
を
練
習
し
、
楽
し

み
な
様
子
で
、
節
分
行
事
を

待
ち
わ
び
た
。

お
昼
休
み
に
な
る
と
、
園

庭
で
整
列
し
、
年
中
児
が
作

っ
た
豆
の
カ
ッ
プ
を
手
に
、

豆
を
入
れ
て
も
ら
い
ス
タ
ン

バ
イ
。
時
間
通
り
に
、
巨
大

な
青
鬼
（
幼
稚
部
主
任
、
清

水
直
子
教
諭
）
が
、
年
長
児

が
作
成
し
た
鬼
の
お
面
を
つ

け
た
中
学
生
と
共
に
登
場
す

る
と
、
園
児
た
ち
の
顔
が
、

一
斉
に
ほ
こ
ろ
ん
だ
。

鬼
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
と
こ

ろ
で
、「
鬼
は
外
、
福
は
内
！
」

と
元
気
に
豆
ま
き
を
開
始
し
、

す
ぐ
さ
ま
豆
ま
き
に
熱
中
。

狙
う
は
青
鬼
と
ば
か
り
に
、

青
鬼
が
囲
ま
れ
る
場
面
も
。

多
く
の
中
学
生
た
ち
か
ら

は
、
「
小
さ
い
子
と
触
れ
合
え

て
、
楽
し
か
っ
た
」
「
普
段
交

流
が
な
い
の
で
、
新
鮮
だ
っ

た
。
ま
た
別
の
行
事
で
一
緒

に
何
か
し
た
い
」
「
小
さ
い
子

は
元
気
で
す
ご
い
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
、
学
部
間
交

流
を
楽
し
め
た
。

こ
の
行
事
を
通
し
て
、
幼

稚
部
と
中
学
部
生
徒
が
交
流

を
持
ち
、
日
本
の
伝
統
文
化

を
共
に
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

校
庭
に
現
れ
た
巨
大
な

鬼
に
「
鬼
は
外
」
と
豆

を
ぶ
つ
け
る
児
童
た
ち

鬼は外！福は内！
シンシナティ日本語補習校

育
英
サ
タ
デ
ー

見
学
体
験
教
室

APプログラム日本語試験
大学進学にどう役立つか

フィラデルフィア日本語補習校で説明会

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

「
日
本
の
食
べ
物
」

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ス
で
発
表
会

http://starchildny.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
http://villagewellusa.com
http://www.gwjs.org
https://www.lyceumkennedy.org/
https://www.kikokushijoacademy.com/
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
臼
井
治
久
校
長
）
の
全

校
児
童
生
徒
は
、
１
月
17
日
と

24
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
同

州

に

あ

る

C
am

p
g

aw
M

ountain

へ
ス
キ
ー
教
室
に

出
か
け
た
。
青
空
が
広
が
る
最

高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な

か
、
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ス
キ
ー

の
練
習
を
行
っ
た
。
指
導
に
あ

た
っ
た
の
は
プ
ロ
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
と
同
校
の
教
職
員
。

子
ど
も
達
の
技
術
向
上
と
何
よ

り
も
子
ど
も
達
が
ス
キ
ー
と
良

い
出
会
い
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
で
指
導
に
あ
た
っ
た
。

子
ど
も
達
は
「
初
め
て
だ
っ
た

の
で
こ
わ
か
っ
た
け
ど
、
止
ま

り
方
が
分
か
っ
て
楽
し
い
」

「
昨
年
は
で
き
な
か
っ
た
曲
が

り
方
で
曲
が
れ
た
」
「
細
か
い

タ
ー
ン
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
２
日
間
の
成
長
を
感

じ
ら
れ
る
感
想
が
多
く
、
充
実

し
た
ス
キ
ー
教
室
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
児
童
生
徒
数
２
５
６

人
、
片
山
隆
校
長
）
で
は
１
月

25
日
、
東
京-

フ
ロ
ス
ト
バ
レ

ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
鳩
山
徹

郎
氏
に
よ
る
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

の
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
の
歴
史
や
現
状
、
種
類
、
選

び
方
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
紹
介

さ
れ
た
後
、
同
団
体
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
同
団
体
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
は
40
年
前
に
設
立
さ
れ
た
日

本
語
の
キ
ャ
ン
プ
で
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
か
ら
車
で
３
時
間
ほ
ど

の
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
自
然
保
護
区

域
内
に
位
置
す
る
フ
ロ
ス
ト
バ

レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
行
わ
れ

る
。
毎
年
３
５
０
人
以
上
の
子

ど
も
た
ち
が
１
週
間
か
ら
４
週

間
、
５
５
０
０
エ
ー
カ
ー
の
敷

地
内
に
あ
る
施
設
で
集
団
生
活

を
し
な
が
ら
過
ご
す
と
い
う
。

説
明
会
に
参
加
し
た
保
護
者

か
ら
は
、
「
小
学
校
低
学
年
の

子
ど
も
を
長
期
間
泊
ま
り
が
け

で
参
加
さ
せ
て
本
当
に
大
丈
夫

か
」
と
い
っ
た
質
問
が
出
た
が

鳩
山
氏
は
「
（
小
さ
い
子
供
で

も
）
親
元
か
ら
離
れ
て
子
ど
も

た
ち
が
キ
ャ
ン
プ
の
体
験
を
楽

し
み
な
が
ら
、
自
立
、
協
調
性
、

友
達
と
協
力
す
る
な
ど
、
こ
れ

か
ら
成
長
し
て
い
く
上
で
大
切

な
力
を
養
う
よ
う
な
経
験
が
で

き
ま
す
」
と
答
え
て
い
た
。 サマーキャンプを説明する鳩山さん

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
河
野
茂
）
の

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
１

月
26
日
、
ア
メ
リ
カ
全
50
州

で
の
落
語
公
演
、
ラ
ジ
オ
収

録
を
目
標
に
活
動
し
て
い
る

落
語
家
、
柳
家
東
三
楼
氏
を

招
い
て
の
落
語
会
を
行
っ
た
。

当
日
は
１
０
０
人
を
超
え

る
来
場
者
を
前
に
、
日
本
語
、

英
語
で
の
あ
い
さ
つ
を
皮
切

り
に
、
日
本
語
で
「
じ
ゅ
げ

む
」
、
英
語
で
「T

he
Zoo

」

の
落
語
を
披
露
し
た
。
そ
の

後
、
落
語
で
の
「
そ
ば
」
「
ラ

ー
メ
ン
」
「
ま
ん
じ
ゅ
う
」
等

の
食
べ
方
に
つ
い
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
落
語

家
に
扮
し
た
子
ど
も
た
ち
が

高
座
に
座
り
、
「
そ
ば
」
や

「
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
食
べ
る
時

の
様
子
を
客
席
に
向
か
っ
て

披
露
し
、
会
場
は
笑
い
の
渦

に
包
ま
れ
た
。

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
は

４
月
か
ら
幼
児
教
室
の
年
齢

幅
を
拡
大
し
、
２
、
５
歳
児

の
受
け
入
れ
を
開
始
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１

２
・
９
３
５
・
８
５
３
５

（
事
務
局
）
ま
で
。

４
月
か
ら
５
歳
児
受
け
入
れ

NJの白銀は招くよ！
ニュージャージー日本人学校

全校児童生徒でスキー教室

柳家東三楼招き落語会
NY育英学園フレンズアカデミー

サマーキャンプ説明会
東京フロストバレーYMCA

NY補習授業校LI校で

週刊NY生活

協
賛：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
０
年
度
第
37

回
目
春
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
の
締
め
切
り
は
次
の
通
り
。

第
１
回
選
考

作
品
発
表
３
月
14
日
号

締
め
切
り
３
月
６
日
（
金
）
必
着

第
２
回
選
考

作
品
発
表
４
月
11
日
号

締
め
切
り
４
月
２
日
（
木
）
必
着

●
幼
児
の
部

ゆ
っ
く
り
と
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

と
め
、
は
ね
、
は
ら
い
に
気
を
つ
け
て
書
き

ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

一
点
一
画
を
し
っ
か
り
書
き
表
し
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

字
と
字
の
間
が
つ
ま
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
す
。

●
中
学
の
部

文
字
の
中
心
、
漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
バ
ラ
ン

ス
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
高
校
・
一
般
の
部

行
間
を
あ
け
、
文
字
の
大
き
さ
を
揃
え
て
書

き
ま
す
。

応

募

規

定

­
応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル
版
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（w

w
w

.nyseikatsu.com

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用
紙

の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡
先
等
）

を
記
入
。

作
品
の
送
付
は
、
応
募
締
め
切
り
期
日
ま
で
に

前
述
の
E
メ
ー
ル
（info@

nyseikatsu.com

）

へ
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
デ
ー
タ
を
送
る
か
、
郵
送
に

てN
Y

Seikatsu Press, Inc. 

硬
筆
書
写
コ
ン
ク

ー
ル
宛
、71 W

est 47th Street, #307, N
ew

Y
ork,N

Y
 10036

ま
で
、
現
物
か
コ
ピ
ー
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で
あ

る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き
ま
せ

ん
。原

則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応
募
に
限

定
。紙

面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大
賞
、

優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か
っ
た
団

体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を
選
出
し
、

協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記
用
具
景
品

の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

https://www.zebrapen.com/
https://japaneseschool.org
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会
場
に
着
く
と
ド
ア
の
前
で

は
、
み
ん
な
が
れ
つ
を
作
っ
て

い
る
。
一
番
前
に
い
る
人
は
、

何
時
に
会
場
に
つ
い
た
の
か

な
。 

　
な
ら
ん
で
い
る
と
き
は
、
す

ご
く
さ
む
か
っ
た
。
「
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
」
風
が
ふ
い
て
い
た
。

さ
む
か
っ
た
け
ど
風
が
お
う
え

ん
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思

え
た
。 

　
小
さ
い
子
か
ら
順
に
、
げ
き

や
歌
が
始
ま
っ
た
。
も
う
す
ぐ

英
語
の
げ
き
が
始
ま
る
。
集
合

場
所
で
ま
っ
て
い
る
と
み
ん
な

が
い
し
ょ
う
を
着
て
、
前
を
通

っ
て
い
く
。 

　
さ
あ
自
分
の
番
だ
。
ぶ
た
い

に
で
る
と
、
た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ん
が
こ
っ
ち
を
見
て
い
る
。

お
客
さ
ん
が
す
わ
っ
て
い
る
所

の
前
に
お
い
て
あ
る
ラ
イ
ト
が

と
て
も
ま
ぶ
し
い
。 

　
げ
き
が
終
わ
る
と
、
ホ
ッ
と

し
た
。 

　
自
分
以
外
の
げ
き
も
お
も
し

ろ
か
っ
た
。
と
く
に
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
は
、
六
年
生
の
終
わ

り
の
言
葉
で
し
て
い
た
、
笑
点

だ
。 

　
初
め
て
の
学
園
祭
、
お
も
し

ろ
く
て
、
楽
し
く
て
、
す
ご
か

っ
た
。 

　
　
　
　
　
（
滞
米
４
か
月
） 

　
わ
た
し
は
、
九
月
五
日
に

Ｐ
Ｓ
59
に
入
学
し
ま
し
た
。

一
番
の
へ
ん
化
は
何
と
い
っ

て
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
使

っ
て
い
た
日
本
語
が
通
じ
な

い
こ
と
で
す
。
様
々
な
国
か

ら
来
た
お
友
だ
ち
が
み
ん
な

英
語
で
会
話
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
学
校

で
は
先
生
や
友
だ
ち
の
言
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い

時
が
あ
り
ま
す
。
英
語
を
理

か
い
し
て
、
新
し
い
じ
ゅ
業

の
仕
方
に
な
れ
た
い
と
い
う

目
ひ
ょ
う
が
一
番
始
め
に
で

き
ま
し
た
。 

　
先
生
の
話
を
聞
く
時
は
、

わ
た
し
の
知
っ
て
い
る
た
ん

語
を
ひ
ろ
っ
た
り
、
先
生
が

す
る
仕
草
で
分
か
ろ
う
と
し

ま
す
。
友
だ
ち
と
会
話
す
る

時
も
同
じ
で
す
。
た
と
え
ば

わ
た
し
の
友
だ
ち
の
ラ
ミ
ア

が
わ
た
し
が
「
タ
グ
」
と
い

う
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た

時
に
、
人
差
し
指
を
人
に
見

立
て
て
動
か
し
て
せ
つ
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
そ
の
お
か
げ
で
一
し
ょ

に
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
仕
草
で
は

理
か
い
で
き
な
い
こ
と
を
助

け
て
く
れ
る
お
友
だ
ち
も
い

ま
す
。
わ
た
し
の
ク
ラ
ス
に

は
日
本
語
も
英
語
も
話
せ
る

れ
ん
君
と
い
う
男
の
子
が
い

て
、
算
数
や
社
会
の
問
題
を

読
む
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
た

り
、
そ
の
意
味
を
教
え
て
く

れ
た
り
し
ま
す
。
わ
た
し
は

そ
の
よ
う
に
教
え
て
も
ら
う

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
お
友
だ

ち
も
や
さ
し
い
な
と
心
が
温

か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

　
じ
ゅ
業
で
は
、
算
数
で
本

物
の
ミ
ニ
マ
シ
ュ
マ
ロ
で
タ

ワ
ー
を
作
っ
た
り
ア
ー
ト
や

Ｐ
Ｅ
フ
ィ
ッ
ト
な
ど
様
々
な

こ
と
を
し
ま
す
。
中
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
は
少
し
む
ず
か
し

い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の

内
よ
う
は
、
「
愛
を
感
じ
る

に
は
何
が
ひ
つ
よ
う
か
」

「
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ
い

か
」
「
子
ど
も
は
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
る
か
」
な
ど
日
本

語
で
も
答
え
る
の
が
大
へ
ん

だ
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
こ

の
よ
う
な
問
い
に
も
答
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。 

　
他
に
、
じ
ゅ
業
以
外
の
楽

し
み
も
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

給
食
で
す
。
日
本
で
は
、
お

弁
当
で
し
た
が
こ
こ
で
は
、

ほ
ね
つ
き
の
チ
キ
ン
や
チ
ー

ズ
が
か
か
っ
た
サ
ラ
ダ
な
ど

毎
日
様
々
な
料
理
が
出
る
の

で
日
本
と
の
ち
が
い
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。 

　
二
つ
目
は
リ
ー
セ
ス
で

す
。
「
レ
ッ
ツ
プ
レ
イ
ウ
ィ

ズ
ミ
ー
」
と
言
う
こ
と
が
で

き
た
時
、
友
だ
ち
が
そ
れ
を

分
か
っ
て
一
し
ょ
に
遊
ん
で

く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。 

　
こ
の
新
し
い
学
校
で
、
た

く
さ
ん
英
語
を
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
て
友
だ
ち
を
ふ
や
し

て
、
楽
し
い
一
年
を
す
ご
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
（
滞
米
６
か
月
） 
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週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」

１人には全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由で

す。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。 

ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000字（400字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安

に最長2000字まで。●写真を必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、保護者

名、Eメールアドレスを明記のこと。●掲載紙の個別郵送はしませんので、本紙デジタル版より

ＰＤＦをダウンロードしてください。 

●郵送先　　 NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. 
ATTN：SAKUBUN 
71 W. 47th St. #307, New York, NY 10036 

主催:ニューヨーク生活プレス社　後援:全日本空輸株式会社

　
「
毎
日
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
だ
か

ら
、
飽
き
ち
ゃ
う
よ
。
」
と
お

母
さ
ん
に
う
っ
た
え
た
ら
、
そ

の
次
の
日
か
ら
、
お
母
さ
ん
は

ご
飯
と
お
か
ず
の
日
本
の
お
弁

当
を
作
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

　
ど
ん
な
お
弁
当
か
と
言
う

と
、
か
ら
あ
げ
や
、
ぶ
た
肉
の

み
そ
焼
き
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
と

り
そ
ぼ
ろ
丼
ぶ
り
な
ど
で
す
。

日
本
か
ら
買
っ
て
き
た
保
温
が

出
来
る
お
弁
当
箱
に
つ
め
て
く

れ
る
の
で
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
で

も
、
温
か
く
美
味
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
。 

　
あ
る
日
の
お
弁
当
は
親
子
丼

で
し
た
。
私
は
親
子
丼
は
あ
ま

り
好
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
お
弁
当
に
入
っ
て
い
る

と
、
お
肉
が
や
わ
ら
か
く
て
、

玉
ね
ぎ
も
甘
く
ト
ロ
ト
ロ
で
だ

し
が
い
っ
ぱ
い
し
み
て
い
て
、

口
の
中
で
と
ろ
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
玉
子
は
、
苦
手
な
食
べ

物
で
す
が
、
親
子
丼
の
玉
子

は
、
お
肉
と
玉
ね
ぎ
と
の
組
み

合
わ
せ
で
、
最
高
の
味
に
な
り

ま
す
。
ほ
っ
ぺ
た
が
、
ポ
ロ
ン

と
落
ち
そ
う
な
ほ
ど
美
味
し
い

で
す
。 

　
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
ラ
ン
チ

を
食
べ
る
友
達
は
、
私
の
日
本

の
お
弁
当
が
め
ず
ら
し
い
ら
し

く
、
「
そ
れ
、
な
あ
に
？
」
と

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
入
っ
て
い

る
物
を
説
明
す
る
と
、
「
ふ
ー

ん
、
美
味
し
そ
う
だ
ね
！
」
と

言
っ
て
く
れ
ま
す
。 

　
た
ま
に
、
お
母
さ
ん
が
、
さ

く
ら
の
形
の
ニ
ン
ジ
ン
を
切
っ

て
入
れ
て
く
れ
る
と
、
見
せ
び

ら
か
し
た
く
な
り
ま
す
。
今
日

は
、
ど
ん
な
お
弁
当
か
な
、
と

毎
日
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
が
、
楽
し

み
で
す
。
そ
れ
に
、
前
は
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
が
食
べ
き
れ
な
く

て
、
残
し
て
い
た
の
に
、
今
は

お
弁
当
を
残
さ
ず
全
部
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
日
本
食
の
お
弁
当
は
、
作
る

の
に
時
間
が
か
か
る
み
た
い
な

の
で
、
お
母
さ
ん
は
、
い
つ
も

早
起
き
し
ま
す
。
な
の
で
、
い

つ
ま
で
が
ん
ば
っ
て
日
本
食
の

お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
る
の

か
、
心
配
で
す
が
、
私
は
、
こ

の
ま
ま
ず
っ
と
日
本
の
お
弁
当

が
続
く
と
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
い
し
く
て
、
体
に
も

良
く
て
、
お
な
か
い
っ
ぱ
い
に

な
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
ち

が
っ
て
、
日
本
食
に
は
種
類
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
毎
日
食

べ
て
も
ぜ
ん
ぜ
ん
あ
き
な
い
か

ら
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
私
の
お
弁
当
」 

　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
キ
ッ
ズ
国
際
学
園
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
藤
　
恵
梨
香 

「
新
し
い
学
校
」 

　
　
　
　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
土
曜
補
習
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
ノ
口
　
里
菜 

　
今
年
僕
に
起
き
た
大
き
な
出

来
事
が
二
つ
あ
り
ま
す
。 

　
一
つ
目
は
、
ア
メ
リ
カ
に
来

た
事
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
は
七

月
下
旬
に
来
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
に
来
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時

は
、
日
本
の
友
達
と
は
な
れ
る

の
が
嫌
だ
っ
た
け
れ
ど
、
同
時

に
外
国
へ
行
け
る
の
で
と
て
も

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な

ら
、
僕
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
二
年

間
メ
キ
シ
コ
に
住
ん
で
い
た
け

れ
ど
、
小
さ
か
っ
た
の
で
全
然

覚
え
て
無
か
っ
た
の
で
、
外
国

で
の
生
活
に
と
て
も
興
味
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。 

　
ア
メ
リ
カ
に
来
て
み
て
、
想

像
と
違
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
か
、
科
学
技

術
が
進
ん
で
い
る
イ
メ
ー
ジ
だ

っ
た
け
れ
ど
、
実
際
に
住
ん
で

み
た
ら
、
と
て
も
自
然
が
多
く

て
イ
メ
ー
ジ
と
全
く
違
い
ま
し

た
。
ま
た
、
現
地
の
小
学
校
は

日
本
と
一
緒
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
ス
ナ
ッ
ク
タ
イ

ム
が
あ
っ
た
り
、
日
本
よ
り
早

く
毎
日
の
授
業
が
終
わ
っ
た

り
、
宿
題
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
使
う
な
ど
た
く
さ
ん
違
う
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
僕
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
勉
強

す
る
の
が
一
番
好
き
で
す
。
と

て
も
楽
し
く
ア
メ
リ
カ
で
生
活

で
き
て
い
ま
す
。 

　
大
き
な
出
来
事
の
二
つ
目

は
、
初
め
て
骨
折
し
た
こ
と
で

す
。
ア
メ
リ
カ
の
現
地
校
に
通

い
始
め
て
三
日
目
に
さ
骨
を
骨

折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
初
め
て
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
遊
ん
だ
日
で
し
た
。
メ

リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
で
遊
ん
で
い

た
時
に
そ
こ
か
ら
落
ち
て
左
か

た
を
強
く
ぶ
つ
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
落
ち
た
時
は
す
ご
く
い

た
く
て
学
校
の
ナ
ー
ス
が
す
ぐ

に
お
父
さ
ん
と
、
お
母
さ
ん
を

よ
ん
で
く
れ
て
ア
ー
ジ
ェ
ン
ト

の
病
院
に
行
き
ま
し
た
。
病
院

で
は
あ
ま
り
い
た
く
な
く
て
、

平
気
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
っ
た
ら

骨
折
し
て
い
る
の
が
分
か
っ

て
、
な
ぜ
か
と
て
も
お
か
し
く

て
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
家
族
み
ん
な
で
笑
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
プ
レ
イ
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
、
日
本
に
は
あ
ま

り
な
い
遊
具
が
あ
る
の
で
気
を

つ
け
て
遊
ぼ
う
と
思
い
ま
し

た
。 

　
こ
の
二
つ
が
、
二
〇
一
九
年

に
僕
に
起
き
た
大
き
な
出
来
事

で
す
。
こ
の
一
年
で
色
々
な
事

を
経
験
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
ア
メ
リ
カ
な
ら
で
は
の
経

験
を
た
く
さ
ん
し
た
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
滞
米
６
か
月
） 

   

　
　
⬜�
　
　
⬜�
　
　
⬜�

「初めての学園祭」 
　　　　　　　ニューヨーク育英学園全日制小４　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　嶋田　咲紀子 

（記載学年は応募時のものです）

■児童生徒作文のページ■

「2019年の思い出」 
　　　　　　　中部テネシー日本語補習校小４　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　門西　寿真 

http://www.fly-ana.com/
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THE JAPAN VOICE

Embark on a delicious journey
from farmer’s field to school class-
room that celebrates how one country
has re-imagined school lunch and
food education. At the heart of
Japan’s 2005 Food Education Law are
the incredible people whose daily
work nourishes the next generation’s
relationship to food, the earth and one
another. Join documentary filmmaker
Alexis Agliano Sanborn for the public
premiere of this film, in conversation
with Yoriko Okamoto and Susan
Miyagi McCormac of JapanCulture
NYC. Opening remarks will be given
by Jennifer L. Pomeranz, Assistant
Professor of Public Health Policy and
Management at NYU. 

Reception with light food and bev-
erages to follow.

Alexis Agliano Sanborn is an
independent researcher, food advo-
cate, nature enthusiast and an award-

winning artist. With over twenty years’
experience studying Japanese culture,
she directed/produced Nourishing
Japan, a documentary short which
explores food education and the
Japanese school lunch system. Alexis

Alexis Agliano Sanborn

also maintains the website Food Education
International which monitors developments
of food education from around the world.

Alexis previously served as NYC Program
Coordinator of the Wa-Shokuiku Project, an
after-school culinary exchange program
inspired and informed by the educational phi-
losophy, flavors and foods of Japan. She
received her Bachelor’s degree in East Asian
Studies and Japanese from UC Santa Barbara
(2008), a Master's in Regional Studies of East
Asia from Harvard University (2013) and a
Masters of Public Administration from New
York University Wagner Graduate School of
Public Service (2020). She lives in
Washington Heights, New York City.  

Museum of Food & Drink: 
NYC Public Premiere

Thursday, February 20, 2020
7:00 PM- 9:00 PM

PURCHASE TICKETS HERE:
General Admission $25
https://www.mofad.org/

events/2020/0220/nourishingjapan

“Nourishing Japan” 
Movie Premiere Covers Japanese School Lunch Kyushoku

February 20 at Museum of Food and Drink

P
h

o
to

: R
y
o

ic
h

i M
iu

ra

J-COLLABO, an NPO
approved in the State of New York that
has hosted Japanese cultural events and
educational programs since its estab-
lishment in 2008, launched a new pro-
gram that supports Japanese local
municipalities.

The program is part of “the
47 J+B” plan J-COLLABO started in
June last year which exhibits and sells
local products and traditional crafts-
manship of all 47 Japanese prefectures
on their website (https://www.j-col-
labo.org/47-j-b) and at their New York
showrooms. Currently, about 200 local
products are on display. 

While inbound tourism is
booming, it is financially difficult to
maintain a permanent brick and mortar
store to introduce local tourist attrac-
tions and traditional crafts abroad. 

The program was developed
to break with the status quo and offer
local municipalities the opportunity to
rent ongoing booths at $1,000 a year in
the 47 J+B special showrooms of J-
COLLABO based in Brooklyn. The
municipalities can use the space at will.

It also offers local govern-
ments the perk of using a larger space
designated for special exhibitions for
three weeks a year, all while introduc-
ing well-connected New Yorkers to the
areas of interest. 

This program is an opportu-
nity to break through the current
inbound tourism trend that focuses only
on a few particular cities and revitalize
the unknown yet attractive regions by
introducing them from New York.
Please send an email to :

47jplusbarchive@gmail.com for
further information. 
(Rena Suno/Translated by Hiroko
Makabe)

Tommy Tomita, a long-
time mediator between Harlem
and Japanese culture, passed away
in a New York hospital on January
11. He was 80 years old. Tommy
participated in the 1972 Sapporo
Olympics luge competition. Later,
he became the owner of the jazz
club “Valentine” in the Roppongi
district of Tokyo, Japan.

He came to New York
in 1985, and he started the first
ever “Harlem Tour” for Japanese
visitors. As a board member of the
Apollo Theater, the palace of
African-American music, he intro-
duced many Japanese musicians to
Amateur Night at the theater. He
passed down all his work to his
partner Kimiko Matsuo five years
ago.
(Ryoichi Miura/Translated by
Kanta Hakamata)

Craftmanship From

47 Prefectures of Japan

at J-COLLABO
Bridge Over 

Harlem and Japan; 

Tommy Tomita Dies at 80

Article courtesy of website
https://nourishingjapan.com/

You can read the whole layout of the newspaper

on the website!

www.nyseikatsu.com

And the back numbers, too!!

New York Seikatsu Press, Inc.

https://artofhaiku.org/
http://www.anything.ne.jp/newyork/
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EVENT
■冬のレストラン・ウィーク2020＝9
日まで（市内の参加レストラン約250
店)　有名レストランの食事がランチ
＄26、ディナー$42（いずれもプリフィ
ックス3コース、飲み物、税&サービス
料は別途）で楽しめる恒例イベント。
詳細はwww.nycvisit.com
■第144回ウェストミンスター・ケネル
クラブ・ドッグショー＝9日〜11日
Piers94 (West 55th St and Westside
Highway) Tel: 866-858-0008　全国から
集まった2500頭以上のチャンピオン犬
による恒例のコンテスト。コンテスト
のはテレビでもライブ中継される。
詳細はwww.westminsterkennelclub.org
■ニューヨーク・ファッション・ウィ
ーク2020秋冬シーズン＝12日まで　市
内各所の特設会場などを会場に開催さ
れる恒例ファッションイベント。世界
中の注目デザイナーが2020年秋冬物新
作コレクションを発表する。

詳細はhttp://nyfw.com/
■オフ・ブロードウエー・ウィーク＝
23日まで　各劇場、またはウェブサイ
トにて購入する　期間中、オフブロー
ドウエーミュージカルのチケットが1枚
の値段で2枚購入できる。今年は桂サン
シャインによる落語ショーやスターウ
ォーズ・ミュージカル、ストンプ、ブ
ルーマンなど32作品が参加する。
詳細は.nycgo.com
■北米トイ・フェアー＝22日〜25日
Jacob K. Javits Center（655 W. 34th St）
Tel:212-710-7438　世界中から1000以
上の業者関係者が集まり、約15万種類
のオモチャやゲームなどを紹介する北
米最大規模の国際玩具見本市。
詳細はwww.toyfairny.com/

MUSIC
■ブルーノート＝23日まで　20:00、
22:30　料金はアーティストによって異
な る 　 Blue Note（ 131 W. 3rd St）
Tel:212-475-8592　出演：〜9日ディ
ー・ディー・ブリッジウォーター／10
日マーク・アレン・フェルトン／13日
〜16日ロベルタ・ガンバリーニほか／
18日〜23日ビル・フリッセル・トリオ
ほか　　　詳細はwww.bluenote.net/
■2019年〜2020年カーネギーホール・
コンサート＝25日まで　時間、料金は
ア ー テ ィ ス ト に よ っ て 異 な る
Carnegie Hall (881 7th Ave) Tel:212-
247-7800　クラシック音楽、オペラ、
リサイタルからポピュラーな軽音楽や
ジャズまで多彩な音楽を紹介する。出
演: 8日カーティス・シンフォニー・オ
ーケストラ／11日マキシン・バンゲロ
フ／14日ニューヨーク・ポップス／19
日〜21日、23日、24日オルケストル・
レボリューショネル・エ・ロマンティ
ック／25日ジュリアード・オーケスト
ラ
詳細はwww.carnegiehall.org/
■ニューヨーク・フィルのオープン・
リハーサル＝27日まで　不特定の火〜
金曜　9:45　Avery Fisher Hal l (10
Lincoln Center Plaza) Tel: 212- 875-5818
料金:＄22　ニューヨークフィルのコン
サート当日の朝に行われる最終リハー
サルを一般公開。本公演とは違う緊迫
感があり、音楽ファンにとっては裏舞
台を垣間見られる絶好の機会となる。　
詳細はhttp://nyphil.org
■アメリカン・ソングブック・シリー
ズ2020＝29日まで　時間と入場料、会
場 は ア ー テ ィ ス ト に よ っ て 異 な る
Frederic P.　Rose Hall（Broadway &
60th St）Tel: 212-721-6500　ブルーグ
ラス、コンテンポラリーカントリー、
ロック、クラシックジャズ、ブロード
ウェー、キャバレーなど20世紀から今
日までアメリカで誕生した多様なジャ
ンルの音楽を紹介する。　　
詳細はwww.lincolncenter.org
■メトロポリタン・オペラ2019-2020
シーズン＝5月9日まで　公演は日曜を
除く毎日、時間は曜日や公演によって
異なる　Metropol itan Opera House
(Lincoln Center)  Tel:212-362-6000 料
金：＄30〜＄480　新演出作品は「ポー
ギーとベス」「アクナーテン」、「ボッツ
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www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

428

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2020年2月8日号

❶ 日本の学校給食と食育
米人女性が映画制作

１
９
６
４
年
第
６
回
日
本
レ

コ
ー
ド
大
賞
の
作
詞
賞
を
、

宮
川
泰
が
同
賞
作
曲
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は

イ
タ
リ
ア
語
で
「
東
京
の
一

夜
」
と
い
う
意
味
。

ェック」、「アグリッピーナ」、「さまよえ
るオランダ人」の5作品。レパートリー
は「マクベス」、「椿姫」、「トスカ」、

「ラ・ボエーム」など。オペラ初心者か
らオペラ通まで楽しめるラインナップ。
詳細はwww.metopera.org

DANCE&THEATER
■ニューヨークシティ・バレエ2019年〜
2020年冬季シーズン＝3月1日まで　時
間は曜日によって異なる David Koch
Theater（20 Lincoln Center）Tel: 212-
870-5570 入場料: $35〜$200　７つのテ
ーマ「オール・バランシン」「バランシ
ン＋ペック」「ストラビンスキーとバラ
ンシン」「ニュー・コンビネーションズ」

「クラシックNYBI」「クラシックNYBⅡ」
とフルレングスの「白鳥の湖」に分かれ
て上演。　　詳細はwww.nycballet.com/

ART
■イン・ザ・カンパニー・オブ・ハロル
ド・プリンス展＝3月31日まで Publ ic
Library for Performing Arts (40 Lincoln
Center Plaza) 入場無料　今年他界したブ
ロードウェーミュージカル界の巨匠、ハ
ロルド・プリンスの手掛けた作品と、ミ
ュージカル自体が彼の生涯そのものであ
ったことを検証する展示。　　　
詳細はwww.nypl.org/
■蝶の温室＝5月25日まで　American
Museum of Natuaral History（200
Central Park West）Tel：212-769-
5100　入場料：＄23　＄18（学生・シ
ニア）＄13（２歳〜12歳）熱帯植物の生
い茂る温室に、色とりどりのチョウ500
種が舞う。　　　詳細はwww.amnh.org/
■T・レックス／究極の捕食者＝8月9日
まで　American Museum of Natuaral
History（200　Central Park West）
Tel： 212-769-5100　 入 場 料 ： ＄ 28
＄22.50（学生・シニア）＄16.50（２歳
〜12歳）創立150年を迎える同館の記念
展。T・レックスの孵化から成長までの
等身大モデルをはじめ、バーチャル・リ
アリティなど生態系を科学的に分析した
展示。　　　　詳細はwww.amnh.org/
■エピック・アブストラクション／ポロ
ックからヘレラまで＝終了期日未定
Metropolitan Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel：212-535-7710 入場料：$25、
$12（学生）、$17（シニア）、12歳以下
は無料　1940年代から現代にいたる抽象
絵画、彫刻、ドローイングなど、同館所
蔵のポロックをはじめ日本人の作品など
約50点を展示。
詳細はhttps://metmuseum.org
■ワールド・ビヨンド・アース＝21日〜
終 了 日 未 定 　 American Museum of
Natural Hayden Planetarium History
American Museum of Natural History (200
Central Park West) Tel:212-769-5100 入
場料： $28、$22.50 学生・シニア）
$16.50（2〜12歳）宇宙の謎に迫るヘイ
デン・プラネタリウムのスペースショ
ー。今回は太陽系をテーマに金星や火星、
小惑星帯、巨大ガス惑星の土星や木星な
どを探査する。時間と空間を超越したバ
ーチャルトリップが体験できる。　
詳細はwww.amnh.org

１

９

６

３

年

に

ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
が

「
東
京
た
そ
が
れ
」
と

し

て

歌

っ

た

の

が

「
ウ
ナ
・
セ
ラ
・
デ
ィ

東
京
」
の
始
ま
り
。

ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の

ヒ
ッ
ト
曲
の
一
つ
。

本
曲
で
岩
谷
時
子
が

１
９
５
０
か
ら
60
年
代
、
ア

メ
リ
カ
の
大
版
雑
誌
の
黄
金
時

代
。
「
Ｇ
Ｑ
」
「ESQ

U
IR

E

」
。

女
性
誌
で
は
「M

cCA
LL'S

」

「H
O

U
SE

A
N

D
G

A
R

D
EN

」

な
ど
、
ど
れ
を
取
っ
て
も
「
豊

か
な
ア
メ
リ
カ
」
に
あ
ふ
れ
て

い
た
。

そ
の
頃
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ

イ
フ
の
中
心
だ
っ
た
の

が
「
サ
バ
ー
バ
ン
・
ラ

イ
フ
」
だ
っ
た
。
ア
ー

バ
ン
・
ラ
イ
フ
と
の
違
い
は

「
ゆ
と
り
あ
る
生
活
」。
広
い
家

と
庭
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
大

ぶ
り
な
家
具
。
車
も
荷
物
が
い

っ
ぱ
い
積
め
る
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
ワ
ゴ
ン
に
注
目
が
集
ま
っ

た
。
こ
の
時
代
の
「
ア
メ
車
」

は
最
も
ア
メ
リ
カ
ら
し
く
大
型

で
、
大
排
気
量
の
エ
ン
ジ
ン
を

有
す
る
。

ラ
イ
フ
・

ス
タ
イ
ル
に

も
変
化
を
も

た
ら
せ
た
。

例
え
ば
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
。

ア
ー
バ
ン
・

コ
ー
ト
の
代

表

だ

っ

た

「
バ
ル
・
ラ
グ

ラ
ン
」--

日
本
で
は
ス
テ
ン
カ

ラ
ー
・
コ
ー
ト
と
呼
ば
れ
た
も

の-- 

か
ら
、
コ
ー
ト
丈
の
短
い

ス
ポ
ー
テ
ィ
な
コ
ー
ト
へ
と
移

っ
て
い
っ
た
。
「
サ
バ
ー
バ

ン
・
コ
ー
ト
」
の
誕
生
だ
。

サ
バ
ー
バ
ン
・
コ
ー
ト
姿
の

男
性
が
、
ワ
ゴ
ン
車
へ
乗
り
込

む
広
告
ペ
ー
ジ
が
目
に
浮
か

ぶ
。
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

311：サバーバン・コート

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す

る
非
営
利
芸
術
団
体
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
ア
ー
ト
・
フ
ァ
ン
ド
は
こ

の
ほ
ど
、
Ｎ
Ｙ
市
内
18
地
区
、

１
０
０
か
所
の
バ
ス
停
留
所
を

利
用
し
て
、
写
真
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
フ
ァ
ラ
ー
・
ア
ル
・
カ
ー

シ
ミ
さ
ん
の
作
品
展
示
を
行
っ

て
い
る
。

同
団
体
は
、
こ
れ
ま
で
も
ウ

エ
ス
ト
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
通
り

を
使
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
彫

刻
家
ア
ー
ウ
ィ
ン
・
ウ
ー
ム
氏

の
ウ
ィ
ン
ナ
ー
型
車
の
走
行

や
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
ポ
ー
プ
・
Ｌ
氏
の
１

０
０
人
以
上
の
腹
ば
い
行
進
な

ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
屋
外
ア
ー

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し

て
き
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー

ト
企
画
「
バ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・

フ
ォ
ー
ス
・
デ
ィ
ス
コ
」
で
は
、

高
級
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
広
告
の

代
わ
り
に
、
ア
ブ
ダ
ビ
出
身
カ

ー
シ
ミ
さ
ん
が
撮
影
し
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
伝
え
る
ス
ト
リ
ー
ト
や
シ
ョ

ッ
プ
、
人
び
と
の
様
子
が
パ
ネ

ル
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
背
中

を
向
け
、
ヒ
ョ
ウ
柄
の
シ
ョ
ー

ル
で
全
身
を
覆
っ
た
女
性
の
写

ウ
ナ
・
セ
ラ
・
デ
ィ
東
京

ザ
・
ピ
ー
ナ
ツ

真
は
、
女
性
が
持
つ
コ
ン
パ
ク

ト
の
鏡
に
映
る
片
眼
が
印
象
的

で
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
カ
ー
ペ
ッ

ト
店
の
店
頭
で
か
ご
の
上
に
乗

る
白
い
イ
ン
コ
を
な
ら
す
店
主

ら
し
き
男
性
の
腕
の
作
品
は
、

人
種
の
多
様
性
を
思
わ
せ
、
ま

た
窓
ガ
ラ
ス
に
貼
ら
れ
た
「
閉

店
。
売
り
尽
く
し
」
ポ
ス
タ
ー

の
写
真
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
厳
し
さ

を
象
徴
し
て
い
る
。
同
展
示
は

５
月
17
日
ま
で
。
展
示
場
所
の

詳
細
はpublicartfund.org

を
参
照
す
る
。

バ
ス
停
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー

市
内
１
０
０
か
所
で

バスを待つ間にもアートを楽しめる

週刊ＮＹ生活
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殺
さ
れ
た
家
族
の
仇
を
う

つ
た
め
に
犯
人
を
追
う
リ
ベ

ン
ジ
も
の
。
ス
ト
ー
リ
ー
的

に
は
よ
く
あ
る
話
だ
が
製
作

は
０
０
７
ボ
ン
ド
・
シ
リ
ー

ズ
を
手
掛
け
る
バ
ー
バ
ラ
・

ブ
ロ
ッ
コ
リ
と
マ
イ
ケ
ル
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
ヒ
ッ
ト
コ
ン

ビ

。

主

演

は

「

T
h

e
Shallow

s

」
（
ロ
ス
ト
・
バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
２
０
１
６
年
）

で
サ
メ
と
の
サ
バ
イ
バ
ル
劇

を
見
事
に
演
じ
た
ブ
レ
イ

ク
・
ラ
イ
ブ
リ
ー
。
監
督
は

H
ulu

の
人
気
ド
ラ
マ
「
ハ
ン

ド
メ
イ
ズ
・
テ
イ
ル
／
侍
女

の
物
語
」
の
監
督
を
担
当
し

た
リ
ー
ド
・
モ
ラ
ー
ノ
、
と

い
う
期
待
の
布
陣
。

ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
（
ラ
イ
ブ

リ
ー
）
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
に
通
う
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
学
生
。
両
親
と
弟
妹
と

と
も
に
幸
せ
な
家
庭
に
育
ち
、

い
つ
も
笑
い
が
絶
え
な
い
仲

良
し
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
。

し
か
し
、
航
空
機
墜
落
事

故
で
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
は
一
遍

に
家
族
全
員
を
失
っ
た
。
自

分
も
一
緒
に
乗
る
は
ず
だ
っ

た
だ
け
に
一
人
生
き
残
っ
た

現
実
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
生

活
は
急
激
に
堕
ち
て
い
く
。

悲
し
み
を
追
い
払
う
よ
う

に
ド
ラ
ッ
グ
に
お
ぼ
れ
、
売

春
婦
と
し
て
い
く
ば
く
か
の

金
を
稼
ぐ
生
活
に
ど
っ
ぷ
り

浸
か
っ
て
い
た
あ
る
日
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
３
年
前

の
航
空
機
墜
落
は
事
故
で
は

な
か
っ
た
と
聞
か
さ
れ
る
。

こ
の
日
か
ら
ス
テ
フ
ァ
ニ

ー
は
家
族
を
死
に
追
い
や
っ

た
見
え
な
い
敵
を
探
し
求
め

る
復
讐
の
鬼
と
な
る
。
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
情
報
か
ら
糸

口
を
つ
か
み
、
ロ
ン
ド
ン
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
マ
ル
セ

イ
ユ
、
タ
ン
ジ
ア
と
め
ぐ
り
、

元
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
絡
む
陰
謀
の
淵

に
近
づ
い
て
い
く
。

目
的
を
果
た
す
過
程
で
元

Ｍ
Ｉ
６
（
ジ
ュ
ー
ド
・
ロ
ウ
）

に
殺
人
プ
ロ
の
訓
練
を
受
け

る
く
だ
り
が
あ
り
、
作
品
製

作
者
の
構
想
と
し
て
０
０
７

女
性
版
の
シ
リ
ー
ズ
の
ス
タ

ー
ト
を
に
お
わ
せ
る
。

た
だ
シ
ャ
ー
リ
ー
ズ
・
セ

ロ
ン
主
演
の
「
ア
ト
ミ
ッ

ク
・
ブ
ロ
ン
ド
」
の
よ
う
な

セ
ク
シ
ー
か
つ
無
敵
の
殺
し

屋
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

ラ
イ
ブ
リ
ー
扮
す
る
ス
テ
フ

ァ
ニ
ー
は
殴
ら
れ
、
蹴
ら
れ

で
の
た
う
ち
回
り
、
見
て
い

る
方
は
は
ら
は
ら
す
る
。
美

形
で
ク
ー
ル
な
ラ
イ
ブ
リ
ー

に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
か

な
り
無
様
な
バ
ト
ル
ぶ
り
だ

が
、
そ
の
素
人
っ
ぽ
い
と
こ

ろ
が
逆
に
受
け
る
可
能
性
も

あ
り
で
次
作
に
期
待
し
た
い
。

１
時
間
49
分
。
Ｐ
Ｇ
。

（
明
）

絶
望
か
ら
生
ま
れ
た
新
た
な
自
分

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

Regal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St.

AMC Empire 25

234 West 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

The Rhythm Section

犯人を捜す糸口をつかむステファニー（ライブリー）

P
h

o
to

 : P
a

ra
m

o
u

n
t P

ic
tu

re
s

いい歳こいた大人が本気で世界を目指す

日
本
で
２
０
１
６
年
に
旗
揚

げ
し
た
演
劇
集
団
。
「
仮
想
定

規
」
（
青
木
砂
織
主
宰
）
が
３

月
４
日
（
水
）
か
ら
８
日
（
日
）

ま
で
ソ
ー
ホ
ー
の
劇
場
「
ヒ

ア
・
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
６
番

街

１

４

５

番

地

）

で

舞

台

「
「A

fter
E

v
er

H
appily

E
ver

A
fter

」
を
公
演
す
る
。

同
劇
壇
は
「
日
本
発
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
世
界

へ
届
け
る
」
と
い
う
旗
印
を
掲

げ
、
役
者
だ
け
で
な
く
、
作
家
、

作
曲
家
、
翻
訳
家
、
美
術
家
、

照
明
家
、
振
付
師
、
大
道
具
制

作
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
衣
装

デ
ザ
イ
ナ
ー
を
擁
す
ス
タ
ッ
フ

集
団
で
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が

キ
ャ
リ
ア
を
持
ち
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
で
活
躍
し
「
い
い
歳
こ
い
た

大
人
が
本
気
で
世
界
を
目
指

し
」
て
い
る
と
い
う
。

国
内
で
は
小
学
校
公
演
や
子

供
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
精

力
的
に
行
い
海
外
公
演
も
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
な
ど
で
行
っ
て
き

た
。
今
回
の
作
品
は
、
子
供
の

頃
読
ん
だ
あ
の
懐
か
し
い
童
話

か
ら
登
場
人
物
達
が
あ
ら
わ

れ
、
し
か
し
記
憶
の
中
の
登
場

人

物

と

少

し

様

子

が

違

う
・
・
・
大
人
に
な
っ
て
再
び

出
会
う
「
め
で
た
し
め
で
た
し
」

の
「
そ
の
先
へ
の
冒
険
」
を
全

編
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
楽
、
字
幕

つ
き
で
上
演
さ
れ
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
。

３
月
７
日
（
土
）
午
後
４
時

か
ら
は
子
供
の
た
め
の
キ
ッ
ズ

デ
ー
公
演
を
行
う
。

入
場
料
は
、
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン

制
で
公
演
終
了
時
に
自
分
の
好

き
な
額
を
寄
付
す
る
仕
組
み
。

出
演
は
、
樋
口
浩
二
、
末
廣
円

、

栗
木
健
、
関
根
靖
晃
、

オ
ク

ト
ウ
ミ
ユ
、
阪
口
美
由
紀

、

木
内
美
旺

、
ほ
ん
だ
ま
こ
と
、

青
木
砂
織
。
脚
本
・
監
督
・
青

木
砂
織
、
音
楽
・
ほ
ん
だ
ま
こ

と
。
公
演
の
詳
細
は

https://kasojogi.exblog.j
p/27906187/

演
劇
集
団
「
仮
想
定
規
」
Ｎ
Ｙ
公
演

ソ
ー
ホ
ー
の
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
で

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
伊
藤
宜
史
の

個
展
「
渾
沌
（chaotic

）
」
が

７
日
（
金
）
か
ら
29
日
（
土
）

ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
Ｂ
ｘ

ス
ペ
ー
ス
（203 H

arrison
Places

）
の
３
階
で
開
催
さ
れ

る
。
混
沌
と
し
た
世
界
を
表
現

し
た
絵
画
約
20
点
を
展
示
す

る
。
伊
藤
は
、
「
幼
児
時
代
の

日
本
人
の
初
期
の
感
性
と
欧
米

の
大
人
と
し
て
吸
収
さ
れ
た
感

覚
と
の
違
い
を
探
求
し
、
和
解

す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
美
術
制
作
プ
ロ
セ
ス

を
使
用
し
制
作
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
る
。

入
場
無
料
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
７
日
午
後
６

時
か
ら
８
時
30
分
ま
で
。
詳
細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

bxspace.com

を
参
照
。

伊
藤
宜
史

Ｎ
Ｙ
個
展

Pigeon breast

3月4日〜8日

https://artofhaiku.org/
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://drahnent.com/
https://www.paramount.com/movies


（23）　［広　告］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2020年（令和2年）2月8日（土）



2020年（令和2年）2月8日（土） 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU ［広　告］　(24)

https://2020census.gov/ja
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